
「願いを込めて」
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2018（平成30年）
No. 146

主な内容

（４月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,033 （－ 48）
人　 口 ５万 3,611 （－ 502）
男 ２万 5,166 （－ 240）
女 ２万 8,445 （－ 262）

出　 生 33
死　 亡 68
転　 入 303
転　 出 765
その他異動 ５
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橋口　住眞 55 無所属
新①　上鯖渕

土屋　工吉 63 無所属
現③　住吉町

築地　孝一 65 公明党
現④　今釜町

髙崎　正風 77 無所属
現④　高尾野町大久保

北御門伸彦 62 無所属
元②　麓町

鶴田悌次郎 75 無所属
現④　高尾野町下高尾野

中嶋　敏子 72 日本共
産党　現④　緑町

出水　睦雄 66 無所属
現④　住吉町

榎園　隆 69 無所属　
現④　高尾野町下水流

道上　正己 67 無所属
現④　野田町下名

1959（昭和 34）年４月 27 日生まれ。
高尾野町江内。県立短期大学二部商経科（夜間）卒業。
1978 年県庁入庁。2010 年７月から 2014 年３月まで
出水市副市長を務めた後、県出納局管財課長、県知
事公室秘書課長、国体・全国障害者スポーツ大会局
次長などを歴任し、2017 年８月県庁退職。
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垣内　雄一 71 無所属
現④　黄金町

吉元　勇 53 無所属　
現③　五万石町
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鶴田　均 66 無所属　
現③　野田町上名

田上真由美 54 無所属
現④　中央町
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宮田　幸一 69 無所属
現④　麓町

上須田　清 66 無所属
新①　荘

日髙　信一 71 無所属
新①　上鯖渕

杉本　尚喜 56 無所属
現④　本町

南鶴　洋志 51 無所属
新①　米ノ津町
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市
長
退
任

渋　谷　俊　彦　氏　76 歳
前市長

市議会議員選挙確定得票数
　　得票数　　氏　　名
当	 2,466	 橋　口　住　眞
当	 1,485	 垣　内　雄　一
当	 1,372	 髙　崎　正　風
当	 1,353	 土　屋　工　吉
当	 1,290	 築　地　孝　一
当	 1,215	 吉　元　　勇
当	 1,202	 道　上　正　己
当	 1,187	 出　水　睦　雄
当	 1,137	 北御門　伸　彦
当	 1,115	 榎　園　　隆
当	 1,062	 中　嶋　敏　子
当	 1,061	 鶴　田　悌次郎
当	 1,049	 田　上　真由美
当	 1,013	 上須田　　清
当	 937	 杉　本　尚　喜
当	 934	 鶴　田　　均
当	 890	 南　鶴　洋　志
当	 869	 日　髙　信　一
当	 810	 枦　山　卓　二
当	 717	 宮　田　幸　一
	 659	 中　野　健　一
	 634	 田　中　秀　一
	 625	 迫　田　小百美
	 555	 兒　島　喜一郎
	 474	 鮎　川　浩　一
	 450	 尾　上　　誠
	 187	 坂　上　茂　信
　　　　　　　　　（敬称略）
※得票数は、あん分票による小数点以下を切
り捨てて掲載してあります。

市議会議員選挙
当日有権者数　 投票者数

男　20,518 人　男　12,290 人
女　23,763 人　女　14,650 人
計　44,281 人　計　26,940 人
　　投票率　60.84% 枦山　卓二 48 無所属

現②　西出水町

2006 年３月の市町合併や新庁舎建設、南
九州西回り自動車道出水阿久根道路整備促
進、読書活動日本一のまちづくり、18 歳
未満の子ども医療費の無償化に取り組むと
ともに自然災害や社会経済の急変への対応
など出水市政発展に尽力しました。
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市では、４月１日付けで、部長級４人を含む職員249人の人事異動を実施しました。係長以上の職員の異動
をお知らせします。市職員249人を人事異動
公営企業病院部局
出水総合医療センター
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
事務部

経営企画課 主幹 髙城　順子
主幹兼総務係長 新森　章悟
施設係長 笹原　健志
財務係長 今川　武

医事課 課長 事務部長（宮
崎龍美）兼補

入院医事係長 松下　義久
診療技術部 部長 溝下　育男

放射線技術科 科長 診療技術部長
（溝下育男）兼補

技術主幹兼技師長 中野　孝二
臨床工学科 科長 塩山　貴志

技師長 吉本　圭介
リハビリテー
ション技術科

科長 川﨑　真理子
技師長 市之瀨　信子

栄養科 科長 宇藤　忍
看護部

外来看護科
外科系外来 技術主幹兼看護師長 岩下　睦
中央手術室 看護師長 中村　元和

出水総合医療センター高尾野診療所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
高尾野診療所

事務課 管理係長 出水総合医療セン
ター事務部経営企画
課主幹(髙城順子)兼補

看護科 科長 五反田　仁美
看護師長 木谷　康子

出水総合医療センター野田診療所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
野田診療所

事務課 管理係長 出水総合医療セン
ター事務部経営企画
課主幹(髙城順子)兼補

公営企業水道部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
水道部 部長 建設部長（東

裕治）併任
水道課 管理係長 針原　亮一

建設係長 野畑　隆
北薩広域行政事務組合派遣職員
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
北薩広域行政事務組合
事務局

事務局長 畠山　義昭

総務課 主幹兼介護認定審査係長 池田　強

職員派遣
　熊本県甲佐町へ派遣　　　野付　祐司（再任用）
　県ＰＲ・観光戦略部かごしまＰＲ課へ派遣　　徳田　貴志

転出
　鹿児島市立武中学校長　　　　橋口　克朗
　日置市立伊集院中学校長　　　中村　克己
　南九州市立青戸中学校長　　　橋野　三智男

退職（３月 31 日付け）
　永江　昭登　建設部長
　徳田　克郎　高尾野支所長
　宗清　正紀　出水総合医療センター外科系診療部臨床教育研修センター長（同センター長継続）
　田實　敏郎　出水総合医療センター診療技術部長
　西元寺　秀明　出水総合医療センター高尾野診療所長（同診療所長継続）
　山口　敬次　北薩広域行政事務組合事務局長
　野付　祐司　政策経営部契約検査課長
　児島　勝文　市民福祉部福祉課長
　津田　幸博　市民福祉部市民生活課長
　丸田　康彦　産業振興部農政課長
　古田　正成　出水総合医療センター診療技術部放射線技術科長
　淵上　淳子　出水総合医療センター高尾野診療所看護科長
　松原　広海　出水消防署石坂分署長
　品川　弘幸　野田支所総合市民課主幹
　安楽　卓子　市民福祉部こども課米ノ津保育園主任 (主幹 )
　野添　政治　建設部道路河川課技術主幹兼建設第二係長
　脇田　英志　出水消防署主幹兼警防係長
　古井　ゆかり　出水総合医療センター看護部病棟看護科第五病棟主任
　前田　裕司　政策経営部総務課付き主査 (再任用期間満了 )
　江﨑　良隆　政策経営部総務課付き技術主査 (再任用期間満了 )
　柳　みどり　市民福祉部いきいき長寿課技術主査
　小田　悦子　出水総合医療センター看護部病棟看護科第三病棟技術主査
　獅々賀　昌子　出水総合医療センター看護部病棟看護科第六病棟技術主査
　古田　隼人　出水消防署消防団係主査
　山﨑　晋太郎　建設部道路河川課技師
　湯通堂　和樹　出水総合医療センター内科系診療部消化器内科技師
　小畑　智恵子　出水総合医療センター看護部病棟看護科第三病棟技師
　坂口　直子　教育委員会教育機関米ノ津東小学校調理主事(再任用期間満了)
　恒盛　智子　教育委員会教育機関出水小学校調理主事
　一森　　操　教育委員会教育機関東出水小学校学校主事
　城ノ上　智子　政策経営部総務課付き調理主事
　立山　和美　市民福祉部こども課米ノ津保育園調理主事

5 4広報いずみ2018（平成30年）５月 広報いずみ2018（平成30年）５月



市職員249人を人事異動
４月１日付け人事異動（係長以上）
市長事務部局
本　庁
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
政策経営部

総務課 主幹兼職員係長 阿多　広隆
主幹 別府　順一

コミュニティ
推進室

室長 総務課長（髙
橋正一）兼補

次長（係長） 駒壽　ひとみ
財政課 主幹兼財政係長 高口　悟
企画政策課 課長 松岡　秀和

主幹兼総合政策係長 田中　一将
政策調整監（主幹） 堂之上　健二
秘書広報係長 企画政策課長（松

岡秀和）事務取扱
新庁舎建設課 新庁舎建設係長 下村　吉人
契約検査課 課長 谷川　弘之

主幹兼契約係長 田畑　幸二
市民福祉部

福祉課　　 課長 冨永　栄二
市民生活課　 課長 溝口　雄二

主幹兼健康保険係長 戸﨑　基夫
いきいき長寿課 課長 池田　志郎

介護保険係長 松本　修一
こども課 課長 田口　保
東出水保育園 主任（主幹） 大田　裕子
米ノ津保育園 主任（主幹） 澤邊　憲子

産業振興部
産業振興総務課
国体推進室 室長 吉ケ島　英章

次長 教育委員会教育部
学校教育課指導主
事(西村陽一)併任

農政課 課長 池田　幸弘
農林水産整備課 参事 本田　秀昭

技術主幹兼基盤整備係長 酒本　祐喜
林務水産係長 農林水産整備課参

事(本田秀昭)兼補
シティセールス課 主幹兼観光交流係長 小村　郁則

スポーツ交流係長 長山　小百合
建設部 部長 東　裕治

都市計画課 技術主幹兼建築係長 澤田　誠一
住宅課 主幹兼公営住宅係長 黒木　勝善
道路河川課 技術主幹兼建設第一係長 中村　孝文

建設第二係長 松木　健治
下水道課 技術主幹兼建設維持係長 永山　勝久

管理係長 大田　直子

高尾野支所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　名
高尾野支所 支所長 矢野　浩一郎
野田支所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
野田支所 支所長 石澤　令三

総合市民課 課長 松原　淳市
消防事務部局
消防本部
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
消防本部

消防総務課 主幹（消防司令補） 金丸　秋生
庶務係長（消防司令補） 宮田　正洋
通信指令係長（消防司令補） 城須　智也

予防課 主幹兼予防係長（消防司令補） 猪木　哲雄
警防課 主幹兼消防団係長（消防司令補） 益田　真一

警防係長（消防司令補） 戸﨑　博貴
消防署
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
出水消防署

庶務係 係長（消防司令補） 貴島　章義
通信指令係 係長（消防司令補） 出村　武徳
予防係 係長（消防司令補） 坂口　幸夫
危険物係 係長（消防司令補） 遠矢　真一
警防係 係長 ( 消防司令補） 西田　博文
消防団係 係長（消防司令補） 道添　正樹
石坂分署 分署長 吉岡　公生

部等名 課　等　名 職　　名 氏　名
会計管理者（課長級） 古田　幸一

会計室 室長 会計管理者(古
田幸一)兼補

次長（主幹） 松本　恵美子

議会事務部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
議会事務局 次長（係長） 森山　佐知
教育委員会事務部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
教育部

学校教育課 課長 原﨑　竜一
指導監 福留　明人
参事兼指導主事 吉元　利裕
参事兼指導主事 川野　浩明

教育機関
青年の家 参事兼指導主事 村川　勝博
ツル博物館クレイ
ンパークいずみ

次長（係長） 戸﨑　奈里

学校給食センター 所長 戸田　重久
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第二次出水市総合計画基本構想および前期基本計画策定

将来都市像「みんなでつくる活力都市
　　　　　　　　　　住みたいまち　出水市」

　総合計画は、市が各分野において策定するさまざまな計画の最上位に位置づけられる計画です。
　市政を総合的かつ計画的に進めていくために本市の将来都市像を明らかにし、それを実現するための政策
の柱を設定するとともに、施策展開の全般にわたっての基本的な方向付けを行うものです。
　基本構想は本市の将来像とそれを達成するための諸施策の基本方針を示したもので、計画期間は 2018（平
成 30）年度から 2027（平成 39）年度の 10 年間です。
　基本計画は、基本構想で示された将来像を実現するために、その基本的な施策の方向を定めたもので、前
期基本計画の計画期間は 2018（平成 30）年度から 2022（平成 34）年度までの 5年間です。

◆総合計画とは

◆計画策定の趣旨

　第一次出水市総合計画では、「人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市」を将来都市像に定め、
豊かな自然と共生しながら、培われてきた歴史・文化を継承しつつ、　多様な価値観を持つ人々がともに生
活できるまちづくりを推進してきました。
　その間、本市を取り巻く社会情勢は人口減少と少子高齢化の進行や、厳しい財政状況、市民ニーズの多様
化、高度情報化の進展など大きく変化し、それに伴って市政に求められる役割が複雑・多様化しています。
　今後の社会経済情勢の急速な変化に対応するためには、市民と市とが協力し、目指すべき将来像を共有し
まちづくりを進めていく必要があります。
　本市の目指すべき明確な将来の姿とその実現に向けた取り組みを示すため、「第二次出水市総合計画」を
策定しました。

◆計画の特徴

▶人口減少社会への対応
　本市の人口は、2010（平成 22）年の国勢調査では５万 5,621 人、続く 2015（平成 27）年には５万 3,758 人と、
人口減少局面に突入しています。また、高齢化率も 30％を超え、超高齢社会を迎えています。
　人口減少と高齢化の傾向は今後も続くと見込まれ、2040（平成 52）年には約４万人、高齢化率は 38％に
達すると見込まれています。
　人口減少と高齢化の進行は、消費活動の低迷や労働力の減少による経済規模の縮小、医療・福祉等社会保
障費の増大、地域活力の低下など、国民生活全般に深刻な影響を及ぼすことが懸念されることから、本市で
は 2016（平成 28）年 2月に「出水市人口ビジョン」と「出水市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、
人口減少をできる限り抑え、地域の活力を維持するためのさまざまな施策を展開してきました。
　人口ビジョンでは、人口の将来展望を 2025（平成 37）年　約５万 1,600 人、2030（平成 42）年　約５万
600 人と定めています。
　第二次総合計画においても、この達成のため、人口減少社会を見据えた施策を盛り込んでいます。
▶数値目標を設定
　各施策を計画的に推進していくために、新たに施策毎に５年後を見通した「数値目標」を設定しました。
▶市民の役割を定義
　市と市民が力を合わせてまちづくりを進めていくとの考えから、新たに施策毎に「市民の役割」を設定し
ました。

第一次出水市総合計画が 2018（平成 30）年３月で計画期間が満了することから、
新しい総合計画を策定しましたので、その概要をお知らせします。
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第
１
章

　
人
と
自
然
が
将
来
に
わ
た
っ
て
共
生

　
す
る
ま
ち
づ
く
り

〇
自
然
環
境
の
保
全
、
自
然
と
の
共
生

〇
上
水
道
の
充
実　
　

〇
下
水
道
等
の
整
備
・
充
実
、
生
活
排

　

水
処
理
対
策
の
推
進　
　

〇
環
境
衛
生
・
環
境
美
化
の
推
進

第
２
章

　
都
市
基
盤
が
整
っ
た
機
能
性
の
高
い

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

〇
計
画
的
な
土
地
利
用　
　

〇
道
路
・
港
湾
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

の
充
実　
　

〇
河
川
・
海
岸
等
の
保
全
・
整
備　
　

〇
公
園
・
緑
地
の
充
実　
　

〇
市
街
地
・
宅
地
・
住
宅
の
充
実　
　

〇
総
合
的
な
危
機
管
理
・
防
災
力
の
充
実

〇
消
防
･
救
急
体
制
の
充
実　
　

〇
生
活
安
全
対
策
の
充
実

第
３
章

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
や
か
に

　
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

〇
健
康
づ
く
り
対
策
と
医
療
体
制
の
充
実

〇
子
育
て
支
援
・
児
童
福
祉
の
充
実　

〇
高
齢
者
福
祉
の
充
実　
　

〇
き
め
細
や
か
な
福
祉
の
充
実

第
４
章

　
郷
土
を
愛
し
文
化
を
伝
え
豊
か
な
心

　
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

〇
生
涯
学
習
の
推
進　
　

〇
社
会
教
育
の
充
実　
　

〇
学
校
教
育
の
充
実　
　

〇
文
化
の
振
興　

〇
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

　

推
進　

第
５
章

　
地
域
の
資た
か
ら源
を
生
か
し
た
多
様
な
産

　
業
で
つ
く
る
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ

　
く
り

〇
農
林
水
産
業
の
振
興　
　

〇
商
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興　
　

〇
雇
用
の
創
出
と
安
定
、
雇
用
環
境
の

　

整
備　
　

〇
観
光
の
推
進　
　

〇
地
域
間
交
流
・
国
際
交
流
の
推
進

〇
定
住
と
市
民
交
流
の
促
進　

第
６
章

　
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

〇
市
民
参
画
の
推
進　
　

〇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化　
　

〇
人
権
の
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
の
推
進

〇
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
行
政
運
営

　

体
制
の
構
築　
　

〇
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保　
　

〇
情
報
・
通
信
基
盤
の
整
備

※
総
合
計
画
書
は
、
本
庁
企
画
政
策
課
、

　

同
総
合
案
内
所
、
各
支
所
総
合
市
民

　

課
お
よ
び
市
内
図
書
館
、
市
Ｈ
Ｐ
で

　

閲
覧
で
き
ま
す
。

 

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

出水市の人口構造推計（社会保障・人口問題研究所）

12,878
7,549 4,797

36,782

29,810
20,382

7,619

16,399

15,516

13.3%

30.6%

38.1%

64.2%

55.8%
50.1%

22.5%

13.6%

11.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

割

合

人

口

年齢3区分人口及び割合の推移と推計

65歳～(人)

15～64歳
(人)
0～14歳(人)

65歳～(%)

人

実績 ← → 推計

1,273
1,284
1,335
1,219

789
1,038

1,316
1,493
1,568
1,439
1,548

1,715
2,080
2,152

1,413
1,340
1,083

899

1,177
1,158
1,322
1,453

899
1,202
1,425
1,559
1,668
1,586
1,651
1,897

2,265
2,138

1,713
1,755
1,693

2,213

0 1,000 2,000 3,000

01,0002,0003,000

0～4

10～14

20～24

30～34

40～44

50～54

60～64

70～74

80～84

人口ピラミッド（H27/2015)
男 女

人

803
817
837
818
696

876
950

1,016
1,012
970
833

1,025
1,258
1,357
1,194
1,156
1,059

1,502

762
781
797
864
774
939
990
1,119
1,214
1,202

1,055
1,293
1,478
1,626
1,506
1,470
1,485

3,161

0 1,000 2,000 3,000

01,0002,0003,000

0～4

10～14

20～24

30～34

40～44

50～54

60～64

70～74

80～84

人口ピラミッド（H52/2040)
男 女

人

◆
施
策
の
基
本
方
針
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市
で
は
、
本
年
度
か
ら
２
０
２
０
（
平

成
32
）
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
第
７
期
計
画
は
、
い
わ
ゆ
る
「
団

塊
の
世
代
」
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
、
地

域
に
お
い
て
必
要
と
見
込
ま
れ
る
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
２
０
２
０
年
度

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
目
標
等
を
定

め
て
い
ま
す
。
本
計
画
は
、「
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
掲

げ
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
、
介
護
保
険

制
度
の
基
本
理
念
で
あ
る
高
齢
者
の
自
立

支
援
や
尊
厳
保
持
が
図
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
で
見
る
高
齢
者
等
の
状
況
と
介

護
保
険
給
付
費
の
見
込
み

○
総
人
口
と
高
齢
者
人
口
の
推
移

　

本
市
の
昨
年
10
月
１
日
現
在
の
総
人
口

は
５
万
４
１
７
４
人
で
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、
２
０
１
２
年
の

５
万
６
１
５
５
人
か
ら
４
８
９
６
人
減
少

し
、
５
万
１
２
５
９
人
に
な
る
と
推
計
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
２
０
２
０
年
度
の
高
齢

者
人
口
は
、
１
万
７
２
５
９
人
と
推
計
さ

れ
、
高
齢
化
率
は
（
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
の
人
口
割
合
）
33 

・ 

67
㌫
に
な
る

と
算
定
さ
れ
ま
す
。

○
要
介
護
等
認
定
者
数
の
推
移

　

本
市
の
要
介
護
等
認
定
者
数
は
、

２
０
１
２
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
５
年
間
で

２
６
２
人
増
加
し
、
昨
年
10
月
時
点
で

３
５
３
７
人
、
認
定
率
（
高
齢
者
人
口
に

占
め
る
要
介
護
等
認
定
者
の
割
合
）
は

21
・
00
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
に
は
３
６
３
４
人
、
認
定
率
は
21
・
06

㌫
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
、
軽
度
の

認
定
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○
介
護
給
付
費
等
の
推
移

　

今
後
、
高
齢
者
、
特
に
後
期
高
齢
者
の

増
加
に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
が
増
加
す

る
こ
と
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
要
支

援
認
定
者
等
の
軽
度
の
認
定
者
が
、
引
き

続
き
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
生
活
支
援
体
制
整

備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

56,697人 56,155人 54,954人 52,258人 51,259人

15,158人 15,390人 16,300人 16,907人 17,259人

26.74% 27.41% 29.66%
32.35% 33.67%

0.00%
5.00%
10.00%
15.00%
20.00%
25.00%
30.00%
35.00%
40.00%

人

10,000人

20,000人

30,000人

40,000人

50,000人

60,000人

２００９年 ２０１２年 ２０１５年 ２０１８年 ２０２０年

高齢化率の推移

総人口 65歳以上人口 高齢化率

357人 379人 512人 490人 513人
433人 446人 470人 483人 500人361人 587人 741人 868人 949人480人

489人
527人 528人 530人

429人
428人

376人 399人 401人
397人

440人
384人 403人 398人

411人
506人 435人 368人 343人

18.92%

21.28% 21.13% 20.93% 21.06%

17.00%

18.00%

19.00%

20.00%

21.00%

22.00%

人

1,000人

2,000人

3,000人

4,000人

２００９年 ２０１２年 ２０１５年 ２０１８年 ２０２０年

要介護等認定者数の推移

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 認定率

介護給付費の年度ごと推移（2017 年度以降は見込み）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
年　度 2006 2009 2012 2015 2016 2017 2018 2019 2020

介護給付費等
（地域支援事業費を含む） 3,692,983 4,358,379 5,323,434 5,363,275 5,400,506 5,613,677 5,753,294 5,901,602 6,050,253 

対前年比 103.47% 106.40% 98.65% 100.69% 103.95% 102.49% 102.58% 102.52%

対2006年度比 118.02% 144.15% 145.23% 146.24% 152.01% 155.79% 159.81% 163.83%

※地域支援事業とは、高齢者が要介護状態または要支援状態となることを予防するとともに、要介護状態また
　は要支援状態となったとしても、可能な限り地域において自立した生活を営むことができるよう支援するこ
　とを目的とする市の事業です。

      

第
７
期 

高
齢
者
福
祉
計
画
・ 

介
護
保
険
事
業
計
画 

を
策
定
し
ま
し
た 
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第
７
期
の
介
護
保
険
料
基
準
額
が

変
わ
り
ま
す

　

65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介

護
保
険
料
基
準
額
は
、
今
回
策
定
し
た
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
で

３
年
ご
と
に
見
直
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

第
７
期
の
保
険
料
算
定
の
た
め
の
給
付

費
等
の
見
込
額
は
、
こ
れ
ま
で
の
給
付
費

の
実
績
や
高
齢
者
お
よ
び
要
介
護
認
定
者

の
人
口
の
推
移
等
を
も
と
に
、
３
年
間
の

給
付
費
と
地
域
支
援
事
業
費
の
合
計
見
込

額
を
１
７
７
億
５
百
万
円
と
推
計
し
ま
し

た
。

　

介
護
給
付
費
等
の
見
込
額
が
増
加
す
る

要
因
と
し
て
は
、
第
１
号
被
保
険
者
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
保
険
料
負
担
率
が
給
付

費
全
体
の
22
％
か
ら
23
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
や
本
年
度
か
ら
介
護
報
酬
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
介
護
給
付
費
を

賄
う
た
め
に
必
要
な
第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
を
取

り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
介
護

保
険
料
額
の
引
き
上
げ
の
抑
制
に
努
め
、

介
護
保
険
料
月
額
基
準
額
を
、
６
２
０
０

円
と
算
定
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
今
後
ま
す
ま
す
進

む
高
齢
化
社
会
に
対
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
や
将
来
の
安
心
を
社
会
全
体
で
支
え
て

い
く
制
度
で
す
。
介
護
保
険
料
は
そ
の
制

度
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

負
担
能
力
に
応
じ
た

　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
料
へ

（
保
険
料
率
等
が
変
わ
り
ま
す
）

　

第
７
期
の
所
得
段
階
区
分
を
設
定
す

る
に
当
た
り
、
低
所
得
者
層
に
あ
っ
て

は
、
引
き
続
き
第
１
段
階
に
軽
減
措
置

を
設
け
る
と
と
も
に
、
現
行
の
第
８

段
階
の
境
界
所
得
を
１
９
０
万
円
を

２
０
０
万
円
に
変
更
し
、
現
行
の
９
段

階
の
境
界
所
得
を
３
０
０
万
円
に
変
更

す
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
上
げ
額
の
バ

ラ
ン
ス
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、

国
の
標
準
が
９
段
階
で
あ
る
の
に
対

し
、
11
段
階
に
細
分
化
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
制
度
が
変
わ
り
ま
す
！

○
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
が
改
定

　

さ
れ
、利
用
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。

○
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
の
中

　

で
、
特
に
所
得
の
高
い
層
の
利
用
者

　

の
負
担
割
合
が
、
２
割
か
ら
３
割
に

　

な
り
ま
す
。（
本
年
８
月
か
ら
）
こ

　

れ
に
よ
り
、
本
年
７
月
ま
で
に
利
用

　

者
負
担
割
合
を
記
載
し
た
「
介
護
保

　

険
利
用
者
負
担
割
合
証
」を
要
介
護
・

　

要
支
援
認
定
ま
た
は
介
護
予
防
・
日

　

常
生
活
支
援
総
合
事
業
対
象
者
認
定

　

を
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に

　

発
行
し
ま
す
。

 

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課

　
（
☎
�
４
０
４
９
）

【第７期】　（2018 年度～ 2020 年度）段階別介護保険料

所得段階 保険料率 月額
保険料 対象となる人

第１段階
基準額
×0.45

（軽減措置）
2,790円

・老齢福祉年金を受給、かつ非課税世帯
　の方
・生活保護受給者の方
・世帯全員が市民税非課税で、本人の前
　年の合計所得金額（年金所得を除く）
　＋課税年金収入額が80万円以下の方

第２段階 基準額
×0.70 4,340円

世帯全員が市民税非課税で、本人の前年
の合計所得金額（年金所得を除く）＋課
税年金収入額が80万円超120万円以下の方

第３段階 基準額
×0.75 4,650円

世帯全員が市民税非課税で、本人の前
年の合計所得金額（年金所得を除く）
＋課税年金収入額が120万円を超える方

第４段階 基準額
×0.90 5,580円

世帯に市民税課税者がおり、本人が市民税
非課税で前年の合計所得金額（年金所得を
除く）＋課税年金収入額が80万円以下の方

第５段階 基準額
6,200

円
世帯に市民税課税者がおり、本人が市民税非
課税で前年の合計所得金額（年金所得を除
く）＋課税年金収入額が80万円を超える方

第６段階 基準額
×1.20 7,440円 本人が市民税課税で前年の合計所

得金額が120万円未満の方

第７段階 基準額
×1.25 7,750円 本人が市民税課税で前年の合計所得

金額が120万円以上160万円未満の方

第８段階 基準額
×1.30 8,060円 本人が市民税課税で前年の合計所得

金額が160万円以上200万円未満の方

第９段階 基準額
×1.50 9,300円 本人が市民税課税で前年の合計所得

金額が200万円以上300万円未満の方

第10段階 基準額
×1.70 10,540円 本人が市民税課税で前年の合計所得

金額が300万円以上400万円未満の方

第11段階 基準額
×1.90 11,780円 本人が市民税課税で前年の合計所

得金額が400 万円以上の方

【第６期】（昨年度まで）

所得段階 保険料率 月額
保険料

第１段階
基準額
×0.45

（軽減措置）
2,745円

第２段階 基準額
×0.70 4,270円

第３段階 基準額
×0.75 4,575円

第４段階 基準額
×0.90 5,490円

第５段階 基準額
6,100

円

第６段階 基準額
×1.20 7,320円

第７段階 基準額
×1.25 7,625円

第８段階 基準額
×1.30 7,930円

第９段階 基準額
×1.50 9,150円

第10段階 基準額
×1.70 10,370円

第11段階 基準額
×1.90 11,590円
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８
年
も
前
に
な
る
が
、
ア
ユ
の
塩
焼

き
の
朝
食
を
食
べ
た
後
、
関
東
ふ
る
さ

と
出
水
会
の
方
々
と
一
緒
に
出
水
、
高

尾
野
、
野
田
、
江
内
と
各
地
の
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日

本
最
初
の
禅
寺
と
い
わ
れ
る
「
感
応
禅

寺
」、
野
間
之
関
跡
、
八
幡
神
社
に
奉

納
さ
れ
て
い
る
重
さ
５
㌧
も
あ
る
大
鈴

な
ど
出
水
が
誇
る
７
つ
の
「
日
本
一
」

を
全
て
見
学
し
た
。
ま
た
、
薩
州
島
津

家
お
よ
び
山
田
昌
巌
の
墓
所
や
麓
の
武

家
屋
敷
群
も
訪
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド

ラ
マ
「
篤
姫
」
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
宮

路
邸
で
は
当
主
の
宮
路
さ
ん
ご
夫
妻
か

ら
茶
菓
の
接
待
を
受
け
な
が
ら
思
い
出

話
を
伺
っ
た
。

　

日
を
改
め
て
私
は
小
原
に
も
足
を
の

ば
し
、
有
名
な
「
み
そ
な
め
て
の
碑
」

や
、
あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
る
上
谷
池
を

め
ぐ
っ
た
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら
湯
川
内

温
泉
に
ひ
と
晩
泊
ま
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
湯
川
内
の
湯
に
つ
か
り
、

か
じ
か
の
鳴
き
声
と
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を

耳
に
し
な
が
ら
焼
酎
を
飲
ん
だ
。

　

改
め
て
感
じ
た
の
は
、
出
水
の
歴
史

が
何
と
多
彩
で
、
奥
が
深
い
か
、
と
い

う
こ
と
だ
。
鶴
の
飛
来
地
と
し
て
は
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
他

に
も
見
る
べ
き
場
所
が
多
く
、
出
水
出

身
の
者
で
も
歩
い
て
み
る
と
新
た
な
発

見
が
あ
る
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
は
、

そ
れ
ら
の
貴
重
な
史
跡
が
ひ
っ
そ
り
と

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
旧
約
聖
書
の
ノ
ア

の
箱
舟
が
歴
史
的
事
実
か
ど
う
か
、
ま

た
、
そ
の
大
き
さ
な
ど
実
証
で
き
な
い

だ
ろ
う
が
、
実
物
大
と
銘
打
っ
た
箱
舟

を
作
り
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
据
え
る
企
画

な
ど
、
香
港
人
の
ア
イ
デ
ア
感
覚
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。

　

出
水
は
太
平
洋
戦
争
中
、
知
覧
と

同
じ
よ
う
に
特
攻
隊
の
基
地
と
な
り
、

２
０
０
人
を
超
え
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
犠

牲
に
な
っ
た
が
、
知
覧
の
特
攻
記
念
館

が
犠
牲
者
た
ち
の
遺
品
、
遺
書
な
ど
を

一
堂
に
展
示
し
て
、
日
本
各
地
か
ら
見

学
者
を
集
め
て
い
る
の
に
対
し
、
出
水

に
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
展
示
や

企
画
は
な
い
。
出
水
に
も
出
水
麓
歴
史

館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
武
家
屋
敷
の
歴
史

や
武
具
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え

ば
こ
の
中
に
出
水
の
特
攻
基
地
を
紹
介

す
る
展
示
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
い
ま
呼
び
か
け
れ
ば
、

あ
る
い
は
特
攻
で
散
っ
た
人
の
遺
書
や

遺
品
を
保
存
し
て
い
て
、
寄
贈
し
て
も

い
い
と
い
う
人
が
現
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

豊
か
な
歴
史
遺
産
と
多
彩
な
観
光
資

源
を
持
つ
出
水
市
だ
け
に
情
報
の
発
信

力
を
磨
い
て
、
多
く
の
観
光
客
を
惹
き

つ
け
る
市
に
変
貌
し
て
ほ
し
い
。
里
帰

り
を
す
る
た
び
に
そ
ん
な
思
い
を
強
く

し
て
い
る
。

埋
も
れ
て
い
て
、
観
光
資
源
と
し
て
十

分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
感
じ
た
。
日
本
一
の
７
つ
の
ス

ポ
ッ
ト
は
い
ず
れ
も
す
ば
ら
し
い
文

化
、
歴
史
遺
産
だ
が
、
私
た
ち
以
外
に

人
の
姿
は
余
り
な
く
、
麓
の
武
家
屋
敷

で
も
門
を
板
で
打
ち
付
け
て
、
住
人
が

い
な
く
な
っ
た
屋
敷
が
増
え
て
い
る
。

寂
寞
（
せ
き
ば
く
）
の
感
に
襲
わ
れ
た
。

　

私
が
２
０
０
６
年
ま
で
７
年
間
、
駐

在
し
た
香
港
島
は
面
積
が
出
水
の
４

分
の
１
の
80
平
方
㌔
だ
が
（
九
龍
半

島
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
１
１
０
０
平

方
㌔
）、
海
外
か
ら
の
旅
行
客
は
年
間

４
０
０
０
万
人
。
お
隣
の
マ
カ
オ
に

至
っ
て
は
面
積
28
平
方
㌔
で
、
出
水
の

12
分
の
１
し
か
な
い
が
、
香
港
と
ほ
ぼ

同
数
の
旅
行
客
が
来
る
。
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
日
本
全
土
に
来
る
旅
行
客
よ

り
多
い
。
彼
ら
が
落
と
す
お
カ
ネ
が
香

港
と
マ
カ
オ
の
財
政
を
支
え
て
い
る
。

　

な
ぜ
こ
れ
だ
け
大
勢
の
人
々
が
小
さ

な
香
港
や
マ
カ
オ
を
訪
れ
る
の
か
？
香

港
、
マ
カ
オ
が
芸
術
、
文
化
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
絶
え
ず
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
そ
れ
を
世
界
へ
向
け
て

発
信
す
る
情
報
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
大
き
い
。
観
光
振
興
の
ア
イ
デ
ア
は

広
く
一
般
市
民
か
ら
募
り
、
あ
っ
と
驚

く
よ
う
な
企
画
が
次
々
に
実
現
す
る
。

　

近
年
で
は
「
実
物
大
の
ノ
ア
の
箱
舟

を
展
示
」
し
た
「
ノ
ア
の
箱
舟
公
園
」

　

５
月
末
か
ら
６
月
の
頭
に
か
け
て
は
出

水
へ
帰
郷
し
、
隔
年
に
開
催
さ
れ
る
関
東

ふ
る
さ
と
出
水
会
と
出
水
市
の
交
流
懇
親

会
に
出
席
し
て
き
た
。
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

る
夜
の
懇
親
会
で
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
旧

交
を
あ
た
た
め
、
翌
日
は
朝
早
く
か
ら
広

瀬
川
の
川
原
に
出
か
け
る
。
広
瀬
川
に
は

大
勢
の
人
た
ち
が
網
や
釣
竿
を
持
っ
て
集

ま
り
、そ
の
年
の
初
ア
ユ
を
釣
り
上
げ
る
。

　

川
原
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
に
は
出
水
の

市
長
、
市
議
会
議
長
、
教
育
長
さ
ん
ら
が

待
機
し
、
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
一
行

と
一
緒
に
釣
っ
た
ば
か
り
の
ア
ユ
の
串
焼

き
を
賞
味
す
る
。
広
瀬
川
な
ら
で
は
の
身

の
締
ま
っ
た
ア
ユ
、
一
緒
に
出
る
き
ゅ
う

り
の
酢
味
噌
和
え
も
ア
ユ
に
よ
く
合
い
、

久
し
ぶ
り
に
郷
土
の
味
に
舌
鼓
を
う
つ
。

出
水
に
帰
っ
て
き
た
と
実
感
す
る
ひ
と
と

き
だ
。

ふ
る
さ
と
大
使

　
　
　

麻
生　

雍
一
郎

ふ
る
さ
と
に
思
う
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荘・米ノ津・米ノ津東・高尾野地区
地区 月  日 会　場 時　間

荘
地
区 5

月
８
日
（
火
）

荘上自治公民館 ９：30 ～ ９：40
荘下自治公民館 ９：45 ～ ９：55
古浜自治公民館 10：05 ～ 10：15
瀉自治公民館 10：25 ～ 10：35
蕨島自治公民館 10：45 ～ 10：55

米
ノ
津
地
区

西新田自治公民館 13：30 ～ 13：40
今釜西自治公民館 13：45 ～ 13：55
今釜中自治公民館 14：00 ～ 14：10
今釜東自治公民館 14：15 ～ 14：25

米
ノ
津
東
地
区

5
月
９
日
（
水
）

切通自治公民館 ９：30 ～ ９：40
前田自治公民館 ９：50 ～ 10：00
櫓木自治公民館 10：10 ～ 10：20
針原自治公民館 10：30 ～ 10：40
関外自治公民館 10：50 ～ 11：00
中塩屋自治公民館駐車場 11：10 ～ 11：20
朝熊自治公民館 13：30 ～ 13：40
安原自治公民館 13：50 ～ 14：00
上ノ原自治公民館 14：10 ～ 14：20
平松上自治公民館 14：30 ～ 14：40

5
月
10
日
（
木
）

元町自治公民館 ９：30 ～ ９：40
天神自治公民館 ９：45 ～ ９：55
米ノ津東自治公民館 10：05 ～ 10：15
米ノ津前自治公民館 10：25 ～ 10：35
平松西自治公民館 10：45 ～ 10：55
平松東自治公民館 11：05 ～ 11：15
六月田中自治公民館 13：30 ～ 13：40

米
ノ
津
地
区

六月田下自治公民館 13：50 ～ 14：00
今村自治公民館 14：10 ～ 14：20
名古（漁村の家） 14：30 ～ 14：40

高
尾
野
地
区

5
月
11
日
（
金
）

千間山集落ｾﾝﾀｰ ９：20 ～ ９：30
上の原集落ｾﾝﾀｰ ９：40 ～ ９：50
上り立集落ｾﾝﾀｰ 10：00 ～ 10：15
松ケ野集落ｾﾝﾀｰ 10：25 ～ 10：35
大久保集落ｾﾝﾀｰ 10：45 ～ 10：55
本町集落ｾﾝﾀｰ 13：30 ～ 13：40
野添下集落ｾﾝﾀｰ 13：50 ～ 14：05
野添上集落ｾﾝﾀｰ 14：15 ～ 14：25
浦集落ｾﾝﾀｰ 14：35 ～ 14：45

5
月
15
日
（
火
）

柴引集落ｾﾝﾀｰ ９：15 ～ ９：30
大和集落ｾﾝﾀｰ ９：40 ～ ９：50
麓集落ｾﾝﾀｰ 10：00 ～ 10：10
中里集落ｾﾝﾀｰ 10：20 ～ 10：30
高尾野公民館 10：40 ～ 10：50
下高尾野上集落ｾﾝﾀｰ 11：00 ～ 11：10
下高尾野下集落ｾﾝﾀｰ 11：20 ～ 11：30
唐笠木集落ｾﾝﾀｰ 11：40 ～ 11：55

下水流・江内・野田・高尾野地区
地区 月  日 会　場 時　間
下
水
流
地
区

5
月
16
日
（
水
）

上水流集落ｾﾝﾀｰ ９：20 ～ ９：30
西水流集落ｾﾝﾀｰ ９：40 ～ ９：50
東水流集落ｾﾝﾀｰ 10：00 ～ 10：15
下山集落ｾﾝﾀｰ 10：25 ～ 10：40

江
内
地
区

荒崎集落ｾﾝﾀｰ 10：55 ～ 11：05
尾野島浜集落ｾﾝﾀｰ 11：15 ～ 11：25
江内北部ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 11：35 ～ 11：45
東辺田集落ｾﾝﾀｰ 11：55 ～ 12：05

江
内
・
野
田
地
区

5
月
17
日
（
木
）

屋地集落ｾﾝﾀｰ ９：15 ～ ９：35
木牟礼集落ｾﾝﾀｰ ９：45 ～ ９：55
江内カントリーコア 10：05 ～ 10：25
連尺野構造改善ｾﾝﾀｰ 10：35 ～ 10：45
木串集落ｾﾝﾀｰ 10：55 ～ 11：00
餅井 地区集会施設 13：35 ～ 13：50
野田支所駐車場 14：00 ～ 14：30
八幡自治公民館 14：40 ～ 14：50
中郡自治公民館 15：00 ～ 15：10

高
尾
野
・
野
田
地
区

5
月
18
日
（
金
）

本城地区多目的集会施設 ９：30 ～ ９：40
石坂集落センター ９：50 ～ 10：00
内野々下集落ｾﾝﾀｰ 10：10 ～ 10：20
内野々上集落ｾﾝﾀｰ 10：30 ～ 10：40
仮屋公民館 13：30 ～ 13：40
天神ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 13：50 ～ 14：00
大久公民館 14：15 ～ 14：25
久木野自治公民館 14：35 ～ 14：45
上特手集会施設 15：00 ～ 15：10

5
月

20
日
（
日
）

野田支所駐車場 ９：30 ～ 10：15
高尾野支所駐車場 10：35 ～ 11：00

注射手数料（年１回）　3,400 円
○登録している犬の所有者には、狂犬病予防集合注射の案内
　および問診票を通知していますので、必ず問診票を持参し
　てください。
※登録しているのに通知が届かない方や、問診票を紛失され
　た方はご連絡ください。

○登録していない犬は、当日会場で登録（新規登録手数料
　3,000 円）と注射ができます。
※日程表以外に、市内の動物病院でも注射および登録ができ
　ます。

 本庁生活環境課（☎ 63 － 4042）

2018 年度　狂犬病予防集合注射５月分日程表
～４月から６月までは、狂犬病予防注射月間です。都合の良い会場で接種しましょう～

 
★鑑札と注射済票は、必ず

犬に着けましょう

★ふんの後始末は飼い主の

責任です。ふん害防止にご

協力ください。
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市
で
は
登
校
中
の
児
童
生
徒
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
、
市

民
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
お
よ
び
交
通
安
全
思
想
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

～
市
民
の
交
通
安
全
を
見
守
り
ま
す
～

野
平　

美
智
代
（
江
内
）

交
通
安
全
指
導
員
紹
介

　

現
在
12
人
の
交
通
安
全
指
導
員
が
11
の
小
学
校

区
に
配
置
さ
れ
児
童
生
徒
の
交
通
安
全
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

山
やまもと

元　悦
えつこ

子さん
出水市の好きなところは？
　住みやすく、最高の我が郷
土です。農業・漁業・林業を
通じいろんなイベントが行わ
れ、参加して楽しいです。
出水市に望むことは？　
　若者が帰って来れるよう
に、子どもたちの教育と元気
な高齢者が暮らしていける環
境を、みんなで協力して作り
上げていけるようなまちに！

後
うしろだに

谷　嘉
よしのり

則さん
出水市の好きなところは？
　すぐそこに、海・山・川・　！
たまに、野生生物にお会いで
きる。子どもたちの元気な姿、
カワイイ笑顔 ((´ ∀｀ ))
出水市に望むことは？　
　出水市の大切な宝物（子ど
もたち）の健やかな成長を見
守り、育む、愛情いっぱいの
出水市に♡

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
７
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

と
り
く
も
う　

０
の
つ
く
日
は　

あ
き
か
ん
と
う
こ
う

米
ノ
津
東
小
学
校　
四
年　

杉
下　

遥
月

好
き
嫌
い
ゼ
ロ　

た
く
さ
ん
の
命
に　

感
謝
し
て

鶴
荘
学
園　
七
年　

武
内　

楽
咲

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

 

５
月
３
日
（
木
・
祝
日
）、
同
４
日
（
金
・
祝
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
※
両
日
と
も
先
着
１
０
０
人

 

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

 

１
人
当
た
り
１
０
０
円
※
別
途
入
館
料
が
必
要

そ
の
他　
３
日
に
居
合
演
武
（
雨
天
中
止
）、
４
日
に
琴
の
演
奏
あ
り
。

※
そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時
30
分
～
、午
後
１
時
30
分
～
の
２
回
実
施
予
定
。

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
（
☎
�
４
０
６
１
）

あ
く
ま
き
と
新
茶
の
お
も
て
な
し
♪

大
囿　

賢
一
（
東
出
水
）

小
﨑　

和
男
（
下
水
流
）

前列左から、濱田修（大川内）、大石卓生（西出水）、原田文子（切通）、中野隆行（米
ノ津）。２列目左から、井上満（西出水）、永田義德（米ノ津東）、西尾重己（鶴荘学園）、
植﨑雄次郎（出水）、福永秀文（高尾野）。敬称略、（　）内は担当学校区。
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処理機 庭や畑 手軽さ 臭い 虫 維持費 堆肥 価格の
目　安 使用方法留意点

必要
△

（コツが
いる）

△
△

（ 湧 き や
すい）

◎
（ゼロ） ◎

３ 千 円 ～
７千円程度
（３千円を
上限に市の
半額助成あ
り）

（使用方法）
〇地中 10 センチほど埋めて設置する。
〇ふたを開けて生ごみを投入する。水分量に
　応じて枯葉・土なども入れる。半年から１
　年かけてじっくりと堆肥が作れる。
〇大量の生ごみにも対応し、雑草なども入れ
　られる。

（留意点）
〇密閉状態のため水分過剰になりやすく、扱
　いが難しい。（悪臭や虫が発生しやすい。）

不要
◎

（とても
簡単）

〇
◎

（ 湧 き に
くい）

△
（ 年 間 数
千円）
※電気代

〇
（堆肥のも
と）

５ 万 円 ～
７万円程度
（２万５千
円を上限に
市の半額助
成あり）

（使用方法）
〇電源につなぎセッティングする。
〇生ごみを投入し機械のスイッチを押すと、
　数時間後乾燥した生ごみができあがるので
　取り出す。堆肥の素として使用するか、燃
　やせるごみの日に出す。
〇ごみ箱感覚で手軽に使える（スイッチを押
　すだけ）
〇季節に関係なく、安定した処理ができる。

（留意点）
〇電気を使うため、音や熱が発生する。

必要
△

（コツが
いる）

〇
（発酵臭
はする）

◎
（ 湧 き に
くい）

△
（ 年 間 数
千円）
※EMぼか
し代

〇
（大量に堆
肥のもとが
できる）

３千円程度
（３千円を
上限に市の
半額助成あ
り）

（使用方法）
〇ふたを開けて生ごみを投入し EM ぼかしを
　ふりかけた後、ふたを閉め完全に密閉する。
〇下のコックを回し、定期的に液を抜く。
　（抜いた液は液肥にもなる。）
〇容器が一杯になったらふたをして 1 ～ 2 週
　間ほど発酵させると、堆肥の素ができる。
　（堆肥の素は土と混ぜて１カ月程度置くと
　堆肥になる。）

（留意点）
〇良質な堆肥の素がどんどんできる。そのた
　め、容器を１つだけで運用することが困難。
　（２～３個で運用すると安定的に処理でき
　る。）
〇堆肥の素を埋める場所が必要。　

　
　

不
要
（
ベ
ラ
ン
ダ
タ
イ
プ
）

　
　
　

必
要
（
庭
置
き
タ
イ
プ
）

〇
（手軽） 〇

◎
（ 湧 き に
くい）

◎
（ ゼ ロ ）
※ 土 を 堆
肥 と し て
使 用 し た
場 合 は 土
代 が か か
る。

△
（中の土を
堆肥として
利用はでき
る）

１万５千円
程度
※助成につ
いては、現
在検討中で
す。

（使用方法）
〇庭置きタイプは、土の上に直に設置したら
　黒土を投入する。ベランダタイプは、黒土
　を投入すればそのまま使用できる。
〇ふたを開けて 20 センチほど掘り、その穴
　に生ごみを投入し、よく土と混ぜ合わせ、
　土をかぶせて埋める。その際、生ごみが土
　から出ないようにする。（連続して同じ場
　所に投入しないよう、投入した場所に目印
　をつける。）
〇汁物、くさった物、カビの生えた物、廃食
　用油、何でも投入できる。

（留意点）
〇庭置きタイプは場所をとるので、庭にスペ
　ースが必要。
〇季節や天気により処理速度にむらがある。

はじめよう！ごみのダイエット♪

　まだ一杯じゃないごみ袋を生ごみの臭いを気にして捨てたり、生ごみのせいで重くなった
ごみ袋に苦労した経験はありませんか

生ごみを「自宅で処理」ができる生ごみ処理機の種類と特徴を紹介します。

コンポスト

電動式
生ごみ処理機

ＥＭ処理容器
（バケツ）

キエーロ

ベランダタイプ

庭置きタイプ

生ごみ処理機を使って「自宅で処理」すれば、ごみ袋も軽くなります
※生ごみ処理機やごみ減量に関するアイデアをお持ちの方は、ご連絡ください。
問い合わせ先　本庁生活環境課（☎ 63 － 4042）
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内科・小児科で
入院治療の必要がなく、外来診療で対処で
きると考えられる病状の方

夜間に救急外来を受診するときの手順

入院治療・手術・各種検査が必要と考えら
れる病状の方

夜間一次救急診療所 ( 野田診療所内 )
に電話で相談
　☎ 84 － 2023
※　電話受付時間
　　午後６時 30 分～午後 10 時 30 分
※　診療時間
　　午後７時 00 分～午後 11 時 00 分

出水総合医療センター救急外来
に電話で相談
　☎ 67 － 1611
※　電話受付時間
　　午後５時 15 分～翌午前８時 30 分
※　診療時間
　　午後５時 15 分～翌午前８時 30 分

外来診療で対処できると
判断された場合

検査等が必
要と判断さ
れた場合

受診等が必要と判断
された場合

夜間一次救急診療所
( 野田診療所内 )　受診

出水総合医療センター
救急外来受診

地域の医療を守るため、適正な受診をお願いします。

出水総合医療センター
救急外来受診の際の

お願い

　当センターは、救急医療においては、入院治療や手術を必要
とする重症の方に対する医療を提供する役割を担っており、年
間 1,820 台（2016 年度）の救急車対応を行っています。救急外
来の当直医師は、外傷や救急車搬送の重症の方の対応のほか、
入院患者の容態の急変にも対応しなければなりません。
　このため、夜間一次救急診療所が、出水郡医師会の協力の下、
当センターおよび出水郡医師会広域医療センター（旧阿久根市
民病院）に勤務する医師の負担軽減を目的に、2011 年８月に
野田診療所内に設置されました。

　内科と小児科について、「夜間、具合が悪くなったが救急車を呼ぶほどではない。」というような、
入院治療の必要がなく、外来診療で対処できると考えられる病状の方に対応するよう、年中無休で午
後７時から同 11 時まで診療を行っています。
　診察の結果、当日中の精密検査や入院が必要と判断された場合は、担当医師の判断により、当セン
ターや出水郡医師会広域医療センターへの紹介を行います。
　午後７時から同 11 時までの間は、夜間一次救急診療所での初期対応が可能と思われる軽症の方は、
まずは夜間一次救急診療所に電話でご相談ください。
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出水総合医療センター
災害派遣医療チーム

ＤＭＡＴ

災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）用自動車を新たに配備
　当センターは、災害拠点病院および災害派遣医療チーム（Ｄ
ＭＡＴ※）指定病院に指定されており、2016 年４月の熊本地
震の際には被災地に医療チームを派遣させるなど、北薩地域の
みならず県境を越えた活動をしています。
　こうした取り組みを後押しするため、2018 年２月 28 日、災
害派遣医療チーム用自動車１台を新たに配備しました。これに
より、医療チームや資機材の迅速かつ安全な移動が可能となり、
災害や事故等の際には、広範囲の医療需要に迅速に対応するこ
とが可能となります。

※「Disaster Medical Assistance Team」の略。ディーマットと呼びます。大規模災害や多数の傷病
　者が発生した事故などの現場に、概ね 48 時間以内に急行し、トリアージ・応急治療・搬送、被災
　地内（特に災害拠点病院）の医療支援を行います。災害現場での急性期・初期医療活動ができる機
　動性をもち、専門的な訓練を受けた医師、看護師、業務調整員で構成されます。当センターの場合、
　医師 1人・看護師３人・業務調整員（事務職）１人の計５人１チームで構成されています。

車両前方 車両後方

北薩トンネル防災訓練に参加
　３月 14 日に行われた北薩トンネル防災訓練には、こ
の新たに配備された車両で参加し、トンネル事故による
負傷者に迅速に対応するため、消防や警察と連携を確認
しました。
　当センター災害派遣医療チームは、地域の皆さまの生
命を守るため、今後も訓練を重ねていきます。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員 訓練風景

訓練風景
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出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は

「
古
文
書
解
読
入
門
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

初
心
者
を
対
象
に
し
た
全
５
回

の
講
座
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

６
月
９
・
16
・
23
・
30
日
、

　

７
月
７
日
の
各
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
同
３
時
30
分

 
市
立
中
央
図
書
館
研
修
室

 

千
円
（
初
回
の
み
）

講
師　
当
館
職
員

　

肱
岡　

隆
夫

対
象　
古
文
書
に
興
味
の
あ
る
方

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

・

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

　

ハ
チ
の
生
態
を
学
び
、
は
ち
み

つ
を
取
っ
て
食
べ
て
、
み
つ
ろ
う

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
ろ
う
！

 

５
月
26
日
（
土
）

　

 

午
後
１
時
～
同
４
時

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

 

２
０
０
円

対
象
者　
５
歳
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

定
員　
30
人

 

５
月
８
日
（
火
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

博
物
館
講
座

「
ミ
ツ
バ
チ
教
室
＆
み
つ
ろ

う
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」

古
文
書
解
読
入
門
講
座

▷

 

明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト　
　

　
　

in
出
水
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
内
）

　
　
　
（
☎
�
４
０
６
１
）（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
３
１
）

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
で
は
、
医
療
費
適
正
化

の
取
り
組
み
と
し
て
保
健
師
や
看

護
師
が
次
の
よ
う
な
対
象
と
な
る

方
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
訪
問
の
対
象
と
な
る
方
】

〇
重
複
・
頻
回
受
診
者

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

　

を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
や
、
同

　

じ
医
療
機
関
を
頻
回
に
受
診
さ

　

れ
て
い
る
方
で
す
。
ご
自
身
の

　

身
体
的
に
も
金
銭
的
に
も
負
担

　

が
増
え
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

　

の
適
正
受
診
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

〇
特
定
健
診
未
受
診
者
（
40
歳
～

　
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
の
方
）

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な

　

い
方
で
す
。
生
活
習
慣
病
（
高

　

血
圧
症
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

　

症
等
）
の
早
期
発
見
・
早
期
治

　

療
の
た
め
、
特
定
健
診
の
受
診

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
特
定
保
健
指
導
対
象
者

　

特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ

医
療
費
適
正
化
に
お
け

る
訪
問
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康
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リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
ま

　

た
は
予
備
群
該
当
の
方
で
す
。

　

各
個
人
に
合
わ
せ
た
、
生
活
習

　

慣
改
善
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

〇
重
症
化
予
防
対
象
者

　

特
定
健
診
の
結
果
、
医
療
機
関

　

の
受
診
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

　

で
、
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
で

　

す
。
病
気
の
重
症
化
予
防
の
た

　

め
、
早
期
受
診
・
早
期
治
療
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
と
、
医
療
費
適

正
化
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

重
複
・
頻
回
受
診
者
、
特
定

　
健
診
未
受
診
者
訪
問
に
関
す
る

　
こ
と

　

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

　

特
定
保
健
指
導
対
象
者
、
重
症

　
化
予
防
対
象
者
訪
問
に
関
す
る

　
こ
と

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進

　

課
（
☎
�
２
１
４
８
）

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
一
日

外
来
人
間
ド
ッ
ク
の
受
検
料
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。利
用
は
、一
般
ド
ッ

ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
で

年
度
内
１
回
で
す
。
ド
ッ
ク
受
検
者

は
、
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康
保

険
）、長
寿
健
診（
後
期
高
齢
者
医
療
）

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

○
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　

本
年
４
月
１
日
現
在
、
35
歳
以
上

　

で
被
保
険
者
期
間
が
６
カ
月
以
上
、

　

か
つ
前
年
度
分
ま
で
の
国
保
税
を

　

完
納
し
て
い
る
方
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

前
年
度
分
ま
で
の
保
険
料
を
完
納

　

し
て
い
る
方
。

市
内
医
療
機
関
を
受
検
す
る
方

 　

保
険
証
と
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

可
）
を
お
持
ち
に
な
り
、
本
庁
市
民

生
活
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
16
日
（
水
）
午
前

　

８
時
30
分
～
定
員
に
達
す
る
ま
で

検
査
実
施
期
間　
本
年
６
月
～
２
０

　

１
９
（
平
成
31
）
年
３
月

※
市
外
医
療
機
関
を
利
用
す
る
方
は
、

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
生
活
燃
料
課

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市　
内　
医　
療　
機　
関

一般ドック（一般コース・女性コース） 脳ドック

定員

国保 80 人 後期高齢 20 人

国保 40 人 後期高齢５人
一般コース 女性コース 一般コース 女性コ－ス

70 人 10 人 15 人 ５人

※女性コースは出水総合医療センターのみで実施

検査内容
計測、循環器、消化器、肝機能、腎機能、血清脂質、糖尿病、
すい機能、貧血、痛風、一般血液、検尿、精密眼底、腹部
超音波等の検査
乳がん検査・子宮がん検診（女性コースのみ）

ＭＲＡ（脳の血流）検査、
ＭＲＩ（脳の断層撮影）検査、
計測、循環器、肝機能、血清
脂質、糖尿病、一般血液等の
検査

補助額
および

自己負担額

＜一般コース＞
補助上限額　　25,000 円
自己負担額　～13,000 円

＜女性コース＞
補助上限額　　37,000 円
自己負担額　～15,900 円

※出水総合医療センターのみ実施

補助上限額　　27,000 円
自己負担額　～12,000 円

指定医療機関 出水総合医療センターまたは市が指定した市内医療機関 出水総合医療センター

市
外
医
療
機
関

補助額

＜一般コース＞
補助上限額　23,000 円
（18,000 円※）

＜女性コース＞
補助上限額　26,000 円
（21,000 円※）

＜大腸コース＞
補助上限額　30,000 円
（25,000 円※）

※は、特別料金対象者の場合。
　詳しくは、ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課にお問い合わせください。

指定医療機関 ＪＡ鹿児島県厚生連健康管理センター

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の

　
　
　
　
利
用
者
を
募
集

問い合わせ先
　本庁市民生活課（⑥番窓口）（☎ 63 － 4041）
　高尾野支所総合市民課（③番窓口）（☎ 82 － 5416）
　野田支所総合市民課（①番窓口）（☎ 84 － 4813）
　ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課（☎ 64 － 2625）
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４
月
か
ら
県
と
市
町
村
が
共
同

で
国
民
健
康
保
険
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
窓
口
は
引
き

続
き
、お
住
ま
い
の
市
町
村
で
す
。

 

新
た
に
変
わ
っ
た
こ
と

〇
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
様

　
式

　

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
様

　

式
が
、
県
内
で
統
一
さ
れ
ま
し

　

た
。
新
し
い
保
険
証
（
被
保
険

　

者
証
）
へ
の
切
り
替
え
は
、
最

　

初
の
一
斉
更
新
時
（
８
月
）
に

　

な
り
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
ま

　

で
は
、お
手
持
ち
の
保
険
証（
被

　

保
険
者
証
）
を
そ
の
ま
ま
お
使

　

い
く
だ
さ
い
。

〇
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
資
格

　
管
理

　

加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
資
格

　

管
理
が
、
県
単
位
に
変
わ
り
、

　

県
内
の
他
市
町
村
へ
住
所
異
動

　

し
た
場
合
で
も
、
資
格
を
継
続

　

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

　

た
、
住
所
を
基
準
と
し
て
い
た

　

資
格
管
理
が
、
世
帯
主
を
基
準

　

と
し
た
資
格
管
理
に
変
わ
り
ま

　

し
た
。
改
め
て
の
手
続
き
は
必

　

要
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
通

　
算
方
法

　

こ
れ
ま
で
は
、
他
市
町
村
へ
住

　

所
異
動
し
た
場
合
、
高
額
療
養

　

費
の
該
当
回
数
は
通
算
さ
れ
ま

　

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

　

県
内
で
住
所
異
動
し
た
場
合
で

　

も
高
額
療
養
費
の
該
当
回
数
が

　

通
算
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
加
入

　

者
（
被
保
険
者
）
の
資
格
管
理

　

が
世
帯
主
を
基
準
と
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
世
帯
主
の
異
動
で
、

　

高
額
療
養
費
の
該
当
回
数
が
通

　

算
さ
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

〇
葬
祭
費
支
給
額
が
１
人
当
た
り

　
２
万
円
に
統
一

　

本
年
度
か
ら
、
保
険
者
が
県
単

　

位
と
な
っ
た
こ
と
で
、
葬
祭
費

　

支
給
額
が
県
内
で
統
一
さ
れ
、

　

１
人
当
た
り
２
万
円
に
な
り
ま

　

し
た
。

※
国
民
健
康
保
険
加
入
、
脱
退
な

　

ど
の
手
続
き
や
、
保
険
証
（
被

　

保
険
者
証
）
の
交
付
、
療
養
費

　

や
高
額
療
養
費
の
給
付
サ
ー
ビ

　

ス
、
特
定
健
診
な
ど
の
保
健
事

　

業
の
実
施
等
は
、
こ
れ
ま
で
と

　

変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

国
民
健
康
保
険
制
度
が

　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

　

２
０
１
９
年
度
（
来
年
度
）
の

補
助
事
業
導
入
に
向
け
て
県
と
協

議
す
る
た
め
、
次
の
事
業
の
実
施

希
望
が
あ
る
方
は
、
本
庁
農
政
課

に
参
考
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

農
業
・
農
村
活
性
化
推
進
施
設
等

整
備
事
業
（
県
補
助
事
業
）

○
産
地
づ
く
り
対
策
事
業

１
栽
培
施
設
の
整
備

　

お
お
む
ね
30
ア
ー
ル
以
上
の
被

　

覆
栽
培
施
設
（
ハ
ウ
ス
）
整
備

　
（
水
稲
に
係
る
施
設
お
よ
び
茶

　

防
霜
施
設
の
整
備
を
除
く
。）

２
省
力
化
機
械
等
の
整
備 

　

乗
用
田
植
機
、
大
型
防
除
機
、

　

樹
木
粉
砕
機
、
乗
用
草
刈
機
等

３
土
づ
く
り
用
施
設
・
機
械
の
整
備

　

簡
易
堆
肥
舎
、
堆
肥
散
布
機
、

　

深
耕
用
機
械
等

※
１
・
２
・
３
に
共
通
す
る
採
択
要

　

件
等

事
業
主
体　
営
農
集
団
（
３
戸
以

　

上
）
で
あ
り
、
共
同
利
用
が
推

　

進
さ
れ
る
も
の

対
象
作
物　
全
て
の
品
目
が
対
象

※
導
入
す
る
機
械
・
施
設
等
に

農
業
関
係
補
助
事
業

実
施
希
望
者
を
募
集

　

よ
っ
て
個
別
に
要
件
あ
り

補
助
率　
事
業
費
に
対
し
県
３
分

　

の
１
以
内
、
市
６
分
の
１
以
内

提
出
期
限　
６
月
15
日
（
金
）

参
考
資
料　
経
営
面
積
概
況
、
カ

　

タ
ロ
グ
、
見
積
書
等

○
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
（
国
補
助

　

事
業
）

事
業
内
容　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用

　

電
気
柵
、
金
網
柵
の
整
備

管
理
主
体　
面
的
集
積
が
あ
る
３

　

戸
以
上
の
農
家
で
組
織
す
る
管

　

理
組
合

補
助
率

直
営
施
工
の
場
合　
資
材
費
へ
の

　

定
額
補
助
（
上
限
あ
り
）

請
負
施
工
の
場
合　
２
分
の
１
以

　

内
（
上
限
あ
り
）

面
積
要
件　
な
し

提
出
期
限　
６
月
15
日
（
金
）

参
考
資
料　
受
益
農
家
一
覧
、
被

　

害
状
況
実
態
調
査
表
、
被
害
写

　

真
等

 

本
庁
農
政
課

　

 

（
☎
�
４
１
２
３
）

　

県
で
は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

 

８
月
15
日
（
水
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り

　

ま
す
。

 

日
本
武
道
館

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

対
象
者

○
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親

　

等
内
の
遺
族

○
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
お

　

よ
び
三
親
等
内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い

　

方
を
優
先
し
ま
す
。

※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い
う

　
観
点
か
ら
18
歳
未
満
の
遺
族
も

　
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

 

５
月
１
日
（
火
）

　

～
同
31
日
（
木
）

募
集
人
員　
65
人
（
県
全
体
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
選
考
と

　

な
り
ま
す
。

 

本
庁
福
祉
課

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

県
庁
社
会
福
祉
課
（
☎
０
９
９

　

－

２
８
６

－

２
８
３
０
）

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
加
者
を
募
集

19 18広報いずみ2018（平成30年）５月 広報いずみ2018（平成30年）５月



　

本
市
で
は
姉
妹
都
市
の
大
韓
民

国
順
天
（
ス
ン
チ
ョ
ン
）
市
と
の

青
少
年
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
順
天
市
の
中
学

生
が
８
月
２
日
か
ら
５
日
に
本
市

を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
農
家

民
泊
な
ど
を
体
験
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入

れ
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有

　

す
る
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１

　

年
生
ま
で
の
生
徒
お
よ
び
そ
の

　

家
庭
。
た
だ
し
、
生
徒
に
つ
い

　

て
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
前
の
農

　

家
民
泊
に
も
一
緒
に
参
加
で

　

き
、
さ
ら
に
次
年
度
の
順
天
市

　

訪
問
ま
で
参
加
で
き
る
方
。

農
家
民
泊　
８
月
３
日
（
金
）
～

　

同
４
日
（
土
）

※
生
徒
の
み
参
加
。
農
家
民
泊
は

　

こ
ち
ら
で
手
配
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ　
８
月
４
日（
土
）

　

～
同
５
日
（
日
）

募
集
家
庭　
12
家
庭

申
込
期
限　
６
月
１
日
（
金
）

 

市
内
の
中
学
校
に
通
う
生
徒

　

は
、学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た「
青

　

少
年
交
流
事
業
参
加
申
込
書
」

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高

　

校
１
年
生
お
よ
び
市
外
に
通
学

　

し
て
い
る
生
徒
は
、
生
涯
学
習

　

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

選
考
方
法　
応
募
者
が
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
、
中
学
１
・
２
年

　

生
を
優
先
し
、
ま
た
別
に
定
め

　

る
選
考
基
準
に
基
づ
き
選
考
を

　

行
い
ま
す
。

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

夏
休
み
に
、
本
市
と
友
好
都
市

で
あ
る
山
口
県
周
南
市
に
中
学

生
・
高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
時
期　
７
月
29
日
（
日
）
～

　

31
日
（
火
）　

２
泊
３
日

派
遣
場
所　
山
口
県
周
南
市

派
遣
内
容

　

工
場
夜
景
見
学
、
徳
山
動
物

　

園
、
鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン

　

タ
ー
、
農
家
民
泊
等

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

応
募
資
格

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
本
市
に
住
所
を
有
す
る
中
学
１

　

年
生
～
高
校
３
年
生

②
事
前
説
明
会
お
よ
び
事
後
報
告

　

会
に
参
加
で
き
る
方

③
心
身
と
も
に
健
康
で
、
協
調
性

　

に
富
み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動

　

が
で
き
る
方

募
集
人
数　
12
人

派
遣
費
用

○
派
遣
行
程
の
交
通
費
、
食
費
、

　

宿
泊
費
は
公
費
負
担

○
旅
行
傷
害
保
険
等
の
個
人
に
係

　

る
経
費
は
、
自
己
負
担

 
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
、

　

同
総
合
案
内
所
、
各
支
所
総
合

　

市
民
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

　

印
の
上
、
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

　

ス
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

募
集
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

大
韓
民
国
順
天
市
の
中

学
生
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

友
好
都
市
周
南
市
へ
の

青
少
年
派
遣
者
を
募
集

手話奉仕員養成講座
（入門課程）

手話奉仕員養成講座
（基礎課程） 点訳奉仕員養成講座

実施日 ５月 10 日～９月 13 日の毎週木
曜日（19 回開催）

10 月４日～３月 21 日の毎週木
曜日（１月３日を除く）（24 回
開催）

５月 26 日～３月 23 日の毎月第
２・４土曜日（祝祭日は振り替
え有）（21 回開催）

時　間 午後７時～同９時 午後７時～同９時 午前９時～正午
場　所 市社会福祉会館

募集期限 ５月９日（水） ９月 28 日（金） ５月 25 日（金）
開講式 ５月 10 日（木）午後７時 10 月４日（木）午後７時 ５月 26 日（土）午前９時

　

市
で
は
、
手
話
奉
仕
員
お
よ
び

点
訳
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
下
表

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
希
望
の
あ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
入
門
課
程
修
了
者
対
象
の
手
話

　

奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
課
程
）

　

は
、10
月
か
ら
開
講
す
る
た
め
、

　

９
月
に
募
集
し
ま
す
。

・
 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

手
話
や
点
訳
を
学
び
ま

せ
ん
か

※
郵
送
の
場
合
必
着

※
選
考
結
果
は
、
後
日
連
絡
し
ま

　

す
。

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）
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相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

募
集
人
員　
５
人

応
募
資
格

○
満
20
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
、

　

通
勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方

○
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加

　

で
き
る
方
（
年
１
～
２
回
、
１

　

回
当
た
り
２
時
間
程
度
）

※
市
の
他
の
付
属
機
関
の
委
員
を

　

委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
方
を
優
先

　

し
ま
す
。

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
０
２
２

　

年
３
月
31
日

募
集
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵

　

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の

　

い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く

　

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
本
庁
企
画
政
策

　

課
、
同
総
合
案
内
所
ま
た
は
各

　

支
所
総
合
市
民
課
に
備
え
付
け

　

て
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

選
考
結
果　
選
考
は
、
書
類
選
考

　

で
行
い
ま
す
。
選
考
結
果
は
、

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
０
３
０
）

　

電
子
メ
ー
ル　

kikaku_c@

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

　

本
市
で
は
、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
て
行
政
改
革
の
推
進
に
関
し
必

要
な
助
言
等
を
行
う
付
属
機
関

「
出
水
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」

の
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員　
２
人
（
委
員
12
人
の

　

う
ち
公
募
２
人
）

応
募
資
格　
満
20
歳
以
上
で
、
市

　

内
在
住
の
方

※
年
５
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会
議

　

に
出
席
で
き
る
方
（
会
議
の
開

　

催
に
つ
い
て
は
、夜
間
開
催
等
、

　

日
中
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
に

　

も
配
慮
い
た
し
ま
す
。）

※
市
の
他
の
付
属
機
関
の
委
員
を

　

委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
方
を
優
先

　

し
ま
す
。

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
３
年
以
内

募
集
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵

　

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の

　

い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く

　

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
本
庁
企
画
政
策

　

課
、
同
総
合
案
内
所
ま
た
は
各

　

支
所
総
合
市
民
課
に
備
え
付
け

　

て
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

選
考
結
果　
選
考
は
、
書
類
選
考

　

で
行
い
ま
す
。
選
考
結
果
は
、

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課

 　
（
☎
�
４
０
３
７
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
７
０
８
）

　

電
子
メ
ー
ル　

kikaku_c@

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

　

市
で
は
、
地
方
分
権
型
社
会
に

対
応
す
る
た
め
、
市
民
、
市
議
会
、

市
執
行
機
関
等
が
そ
の
役
割
や
責

務
を
認
識
し
、
こ
の
三
者
の
参
画

と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
や
地
域

活
動
の
活
性
化
等
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
出
水
市
自

治
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
同
条
例
の
運
用
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
推
進
会
議
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

市
行
政
改
革
推
進
委
員
を

募
集

市
自
治
基
本
条
例
推
進

会
議
委
員
を
募
集

巡
回
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す

行
政
相
談
委
員

　

住
民
の
苦
情
や
意
見
を
聴
き
、

行
政
と
の
間
に
立
っ
て
公
正
・
中

立
の
立
場
か
ら
解
決
を
目
指
す
た

め
、
総
務
省
の
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
に
よ
る
巡
回
行
政
相

談
所
が
、
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ

ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会　場 期　日 時　間 場　所

出水会場 ５月 24 日 午前 10 時
～午後３時 市中央公民館

高尾野会場 ５月 16 日 午前 10 時
～午後３時 高尾野支所

野田会場 ５月 25 日 午前９時
～正午 野田支所

滝本俊治さん（茶円堀）
（☎ 63 － 0080）

濵島洋子さん（名古中）
（☎ 67 － 0235）

冨田　宏さん（西通）
（☎ 84 － 2238）

樋口孝志さん（木牟礼）
（☎ 85 － 5643）

あ
な
た
の
意
見
を

市
政
に
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
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※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

　

じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
法
務
局
で
は
、
休
日
を
除
き
人

　

権
相
談
所
を
常
設
し
て
い
ま

　

す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課　

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

２
３

　

０
０
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域

に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
呼

ば
れ
る
方
々
が
い
る
の
を
ご
存
じ

で
す
か
。
民
生
委
員
は
、
民
生
委

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

１
９
４
８
年
に
政
令
に
基
づ
い

て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
１
９
４
９
年
６
月
１
日
に

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
民
間

人
に
よ
る
人
権
擁
護
機
関
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お

け
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま

り
で
す
。

　

本
市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

出
水
地
区

○
荒
木
妙
子
氏
○
吉
田
一
郎
氏

○
井
手
上
正
弘
氏
○
﨑
元
健
一
氏

○
西
尾
久
子
氏

高
尾
野
地
区

○
井
手
上
文
雄
氏
○
家
村
照
子
氏

野
田
地
区

○
平
中
す
み
子
氏
○
橋
口
靖
一
氏

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

 

６
月
１
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館

　
高
尾
野
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

無
料

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

委
員
が
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
で
あ
る

皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
で
相
談
に
の

り
、
必
要
で
あ
れ
ば
福
祉
制
度
や

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
相
談
し

た
い
と
き
は
？

　

高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方

へ
の
支
援
が
必
要
な
と
き
、
子
育

て
や
介
護
で
の
心
配
ご
と
や
不
安

と
い
っ
た
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

き
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、
相
談
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て
知
り
た

い
場
合
は
、
本
庁
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
総
合
市
民
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」

　

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
５
月

12
日
に
、
民
生
委
員
制
度
の
も
と

に
な
る
済
世
顧
問
制
度
を
定
め
た

岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
設
置
規
程

の
公
布
日
に
ち
な
み
、
こ
の
日
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
す
。
社
会
福
祉
の
増
進

の
た
め
に
、
地
域
住
民
の
立
場
か

ら
生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相

談
・
援
助
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

創
設
か
ら
１
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
制
度
で
す
。
ま
た
、
全
て
の
民

生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て

児
童
委
員
も
兼
ね
て
お
り
、
妊
娠

中
の
心
配
ご
と
や
子
育
て
の
不
安

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会

の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る

今
日
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を

抱
え
る
人
や
、
障
害
の
あ
る
方
・

高
齢
者
な
ど
が
孤
立
し
、
必
要
な

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
地
域
住
民
の
身

近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
支
援
を

必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
や
専
門

機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め

ま
す
。  

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

地
域
の
「
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
」
に
所
属
し
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
福
祉
に
関
す
る
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
中
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
に
指
名

さ
れ
て
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事

項
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童

ご
存
知
で
す
か
？

「
民
生
委
員・児
童
委
員
」

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
で
は
、
毎
年
、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
あ
る
５
月
12

日
か
ら
の
１
週
間
を
「
活
動
強
化

週
間
」
と
し
て
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
や
そ
の

活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
街
頭
Ｐ
Ｒ

活
動
や
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
を
行

い
ま
す
。

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
市
民

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
市
民
福

　

祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

支えあう　住みよい社会　地域から
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※
現
金
で
納
付
さ
れ
た
場
合
の
み

　

本
年
度
の
納
税
証
明
書
で
も
車

　

検
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

○
６
月
に
車
検
を
受
け
る
方

　

本
年
度
の
納
税
証
明
書
が
必
要

　

で
す
。（
口
座
振
替
の
方
の
納

　

税
証
明
書
の
発
送
は
、
６
月
上

　

旬
～
中
旬
の
予
定
で
す
。

　

６
月
に
車
検
を
受
け
る
方
で
、

　

発
送
前
に
納
税
証
明
書
が
必
要

　

な
方
は
、
記
帳
さ
れ
た
通
帳
を

　

持
っ
て
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

 

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
総
務

　

･

税
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
総
務･

　

税
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
２
）

　

税
に
関
す
る
税
務
署
で
の
相
談

は
、
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
具
体
的
書

類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
電
話
等
で
の
回
答

が
困
難
な
場
合
に
は
、
事
前
に
相

談
日
時
等
の
予
約
を
受
け
付
け
た

上
で
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
、
お
名
前
・
ご

住
所
・
相
談
内
容
等
を
お
伺
い
し

ま
す
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。「
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」
ご
利
用
の
際
の
手
順

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話

○
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
番
号

　
「
１
」
を
選
択

※
税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
す

　

る
問
い
合
わ
せ
や
納
付
相
談
ま

　

た
は
職
員
に
ご
用
の
あ
る
方
は

　

番
号
「
２
」
を
選
択

○
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談

　

し
た
い
内
容
の
番
号
を
次
の
中

　

か
ら
選
択

①
個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の
所

　

得
税

②
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
（
年
末

　

調
整
）
ま
た
は
支
払
調
書

③
相
続
税
や
贈
与
税
ま
た
は
譲
渡

　

所
得

④
法
人
税

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

⑥
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
に

よ
る
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

講
師
は
、
出
水
税
務
署
法
人
課

税
部
門
統
括
国
税
調
査
官
の
原
口

武
敏
氏
と
落
語
家
の
柳
家
三
之
助

氏
で
す
。

 

５
月
29
日
（
火
）

　

午
後
４
時
30
分
～
同
６
時

 

ホ
テ
ル
キ
ン
グ

 

無
料

定
員　
１
０
０
人

 

北
薩
法
人
会
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

職
業
訓
練
指
導
員
の
免
許
を
取
得

し
た
い
方
々
を
対
象
と
し
た
講
習

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
習
終
了
後
に
県
知
事

に
申
請
す
る
こ
と
で
職
業
訓
練
指

導
員
免
許
を
取
得
で
き
ま
す
。

 

７
月
24
日
（
火
）
～
同
26
日

　
（
木
）、
７
月
31
日
（
火
）
～
８

　

月
２
日
（
木
）
の
６
日
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

　
（
予
定
）（
鹿
児
島
市
東
郡
元
町
）

 

１
万
５
６
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

定
員　
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

応
募
期
間　
５
月
21
日
（
月
）
～

　

６
月
１
日
（
金
）
必
着

受
講
資
格

○
技
能
検
定
（
国
家
検
定
）
の
１

　

級
・
単
一
等
級
合
格
者

○
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４

　

年
～
10
年
の
実
務
経
験
者

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種

　

に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者

　

で
、
大
学
卒
者
２
年
、
短
大
・

　

高
専
卒
者
４
年
、
高
校
卒
者
７

　

年
の
実
務
経
験
の
あ
る
者

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
鹿

　

児
島
市
錦
江
町
）（
☎
０
９
９

　

－

２
２
６

－

３
２
４
０
）

　

本
年
度
か
ら
、
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
を
５
月
31
日
に
変
更
し
ま

す
。
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車

等
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
対

し
、
納
税
通
知
書
を
５
月
中
旬
に

送
付
（
郵
送
）
し
ま
す
の
で
、
５

月
31
日
（
木
）
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
を
す

で
に
受
け
て
い
る
方
に
対
し
て

は
、
本
年
度
の
納
税
通
知
書
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。
新
規
の
免
除
申

請
は
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
分
の
免
除
申
請
の
受
付
期
限

は
、
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の　

障

　

害
者
手
帳
等
、
車
検
証
、
運
転

　

免
許
証
、
納
税
通
知
書
、
印
鑑

５
月
・
６
月
の
車
検

○
５
月
に
車
検
を
受
け
る
方

　

昨
年
度
の
納
税
証
明
書
で
車
検

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
有
効
期
限
は
５
月
30
日
に
読

　

み
替
え
ま
す
。）

５
月
は
軽
自
動
車
税
の

納
付
月
で
す

税
務
署
で
の
ご
相
談
は

予
約
を

北
薩
法
人
会
の
記
念
講

演
会
開
催

職
業
訓
練
指
導
員
（
48

時
間
）
講
習
の
実
施

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
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市
で
は
、
少
子
化
の
要
因
の
一

つ
で
あ
る
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
対

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
独
身
の

男
女
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

団
体
等
に
対
し
、
事
業
経
費
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女
が
出
会

　

う
た
め
の
交
流
会
や
結
婚
支
援

　

の
た
め
の
講
習
会
で
、
宗
教
・

　

思
想
、
政
治
活
動
お
よ
び
営
利

　

を
目
的
と
せ
ず
、
か
つ
次
の
要

　

件
を
満
た
す
も
の

〇
交
流
会

・
参
加
予
定
者
が
お
お
む
ね
20
人

　

以
上
で
あ
る
こ
と

・
男
女
が
お
お
む
ね
同
数
で
そ
の

　

過
半
数
が
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
し
て
い
る
こ
と

・
参
加
者
を
市
内
外
か
ら
募
集
す

　

る
こ
と

〇
講
習
会

・
独
身
男
女
ま
た
は
独
身
者
を
子

　

に
持
つ
親
を
対
象
と
す
る
こ
と

・
市
内
の
施
設
等
を
会
場
と
す
る

　

こ
と

補
助
対
象
団
体　
市
内
に
事
業
所

　

等
が
有
り
、
主
に
市
内
で
活
動

　

を
行
っ
て
い
る
団
体

※
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
等
を

　

行
う
こ
と
が
目
的
の
団
体
、
公

　

序
良
俗
に
反
す
る
団
体
、
営
利

　

を
目
的
と
し
て
結
婚
相
手
紹
介

　

業
を
営
ん
で
い
る
団
体
は
対
象

　

外
で
す
。

補
助
対
象
経
費

　

補
助
対
象
と
な
る
経
費
は
、
事

　

業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
の
う

　

ち
、
講
師
へ
の
旅
費
や
謝
礼
、

　

消
耗
品
代
、
チ
ラ
シ
等
の
印
刷

　

代
、
広
告
宣
伝
代
、
会
場
使
用

　

料
等
で
す
。

※
参
加
者
の
飲
食
代
や
交
通
費
・

　

宿
泊
代
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
３

　

分
の
２
以
内
の
額
（
千
円
未
満

　

切
り
捨
て
）

　

１
事
業
に
つ
き
上
限
50
万
円　

※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
け
付
け

　

を
終
了
し
ま
す
。

申
請
書
類
等　
交
付
申
請
書
、
事

　

業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
団

　

体
の
概
要
書
等

※
申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

３
８

　

７
３
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６

－

２
０

－

　

６
４
２
３
）

　

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
、
増
改

築
ま
た
は
住
宅
緑
化
を
し
た
方
に

工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
新
築
・
増
築
は
木
造
住
宅
が

対
象
で
、
改
築
は
非
木
造
住
宅
も

対
象
で
す
。
住
宅
緑
化
は
、
市
内

造
園
業
者
等
に
依
頼
し
て
行
う
住

宅
の
緑
化
工
事
が
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

補
助
対
象
の
要
件

○
本
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

※
新
築
お
よ
び
増
改
築
は
、
２
０

　

１
６
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
本

　

市
に
住
所
を
有
す
る
人
に
限
り

　

ま
す
。

※
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な
る
場

　

合
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

○
施
工
業
者
は
市
内
の
建
築
業
者

　

ま
た
は
造
園
業
者
等
で
あ
る
こ

　

と
。

○
他
の
制
度
に
よ
る
助
成（
介
護

　

保
険
、
浄
化
槽
助
成
な
ど
）を

　

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
（
施
主
・
施
工
業
者
と
も
）

○
申
請
は
、
工
事
完
了
後
６
カ
月

　

以
内
で
す
。

※
賃
貸
を
目
的
と
し
た
住
宅
は
対

　

象
外
で
す
。（
新
築
お
よ
び
増

　

改
築
）

※
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
補
助
対

　

象
外
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

　

す
。

※
着
工
前
写
真
が
必
要
で
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

２
０
１
９
年
３
月
29
日（
金
）

補
助
の
額

新
築　

30
万
円（
対
象
工
事
費
が

　

３
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
）

増
改
築　

最
大
15
万
円（
補
助
対

　

象
工
事
費
×
15
㌫
）

住
宅
緑
化　

最
大
15
万
円（
補
助

　

対
象
工
事
費
×
15
㌫
）

※
補
助
金
の
交
付
は
、
同
一
住
宅

　

ま
た
は
同
一
補
助
対
象
者
に
つ

　

き
１
回
限
り
で
す
。

※
申
請
書
類
等
は
、
本
庁
住
宅
課

　

に
あ
り
ま
す
。

・

 

本
庁
住
宅
課

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

婚
活
支
援
に
取
り
組
み

ま
せ
ん
か

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
・

緑
化
工
事
に
補
助
し
ま
す

　

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
第
１
種
電
気
工
事
士
資
格
試

験
対
策
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

 

学
科
編
（
理
論
）

　

６
月
17
・
24
日
、
７
月
１
日

　

学
科
編
（
施
工
）

　

７
月
29
日
、
８
月
５
・
12
日

　

学
科
編
（
演
習
）

　

８
月
19
・
26
日
、
９
月
２
日

　

実
技
編

　

11
月
18
・
25
日
、
12
月
２
日

　

全
て
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

 

各
学
科
編
・
実
技
編
１
万
円

※
別
途
必
要
経
費

　

各
学
科
編
３
千
円

　

実
技
編
９
千
円

対
象
者　
資
格
試
験
受
講
希
望
者

　
（
電
気
事
業
従
事
者
、
新
卒
資

　

格
希
望
者
、
建
築
関
係
者
等
）

定
員　
各
10
人
程
度

※
筆
記
用
具
・
実
技
用
工
具
は
各

　

自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
申
込

　

書
は
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

各
講
座
開
催
日
の
10
日
前

・

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

第
１
種
電
気
工
事
士

資
格
試
験
対
策
講
座
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出
水
駅
前
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
30
店
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
飲
食
店
の
出

店
が
あ
り
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
堆
肥
の
無
料
配
布
（
先

着
２
０
０
袋
）
や
じ
ゃ
が
い
も
の

詰
め
放
題
も
あ
り
ま
す
。

 
５
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
中
止

 

出
水
駅
西
口
多
目
的
広
場

出
水
駅
周
辺
施
設
指
定
管
理
者

　
（
株
）
ト
シ
ヒ
ロ
出
水
支
店

　
（
☎
�
９
４
５
５
）

　

市
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、
次

の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
た
訓
練
で
、
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

実
施
日
時　
５
月
16
日
（
水
）

　

午
前
11
時
頃

訓
練
で
行
う
放
送
試
験

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

お
よ
び
市
内
に
設
置
し
て
あ
る
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
一
斉
に
次

の
よ
う
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
内
容

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、防
災
出
水
市
で
す
。」

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

　

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情

　

報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど

　

を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

　

シ
ス
テ
ム
で
す
。

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

訓
練
を
実
施
し
ま
す

い
ず
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
タ

福祉車両が譲渡されました
　九州電力株式会社から、川内原発（薩摩川内市）30
キロ圏内の９市町へ、避難時に活用する福祉車両の譲
渡があり、本市へは２台が譲渡されました。同車両に
は、車いすやストレッチャーの収容が可能です。

加圧式給水車を配備
　市では、災害や漏水事故などによる断水時の応急給
水に対応するため、加圧式給水車（3,200㍑）を配備
しました。これにより現在所有している可搬式タンク
（1500㍑）給水の２台体制となり、より安定した応急
給水が可能となりました。同給水車には、加圧ポンプ
が装備され、病院や学校などの高所の受水槽に直接給
水を行えるなど、多様な給水にも柔軟に対応でき、迅
速で効率的な給水活動が可能となります。

高川ダム休憩施設が完成
　高川ダム沿いに設置されていたトイレの老朽化に
伴い、新たに休憩施設としてトイレの建て替えと東
屋の整備を行いました。
　今後は、オルレ（※）やバードウォッチングなど
で国内外からのお客様にも利用していただくことを
見込んでいます。
　※オルレ…大川内地区の厳島神社から出水麓歴史
館までのトレッキングコース。（13.8㎞）
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定
住
を
支
援

ス
ト
レ
ス
対
処
法

　
「
五
月
病
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ

う
に
、
春
は
新
年
度
が
始
ま
り
、
異
動

や
転
職
な
ど
環
境
の
変
化
・
出
会
い
・

別
れ
、
ま
た
子
ど
も
の
独
立
な
ど
の
家

族
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ス
ト
レ
ス
の
か

か
り
や
す
い
時
期
で
す
。
ま
た
、
体
調

不
良
や
人
間
関
係
、
喧
嘩
、
最
近
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
と

な
り
う
る
も
の
は
日
常
生
活
の
中
に
も

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
長
期
連
休
が
あ
り
、
ス
ト
レ

ス
発
散
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
、
生
活

リ
ズ
ム
が
乱
れ
や
す
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。

　

体
内
に
は
体
内
時
計
が
あ
り
自
律
神

経
な
ど
の
機
能
を
調
節
し
て
い
ま
す
。

「
朝
日
を
浴
び
て
起
き
、
食
事
を
摂
り
、

十
分
な
睡
眠
を
と
る
。」
基
本
的
な
こ

と
で
す
が
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
た
め
な

い
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
「
自
分
の
中
で
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法

は
な
ん
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
時

に
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

人
に
話
す
、
思
い
っ
き
り
笑
う
、
歌

を
歌
う
、
運
動
を
す
る
、
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
る
、
寝
る
、
大
声
を
出
す
、

好
き
な
場
所
に
行
く
、
ボ
ー
っ
と
す
る

等
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

持
ち
そ
の
都
度
対
処
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
日
常
の
ス
ト
レ
ス
と
上
手

に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
実
は
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
か
ら
こ
そ
生
き
て
い
け
る
と
も
い

え
ま
す
。
責
任
を
負
う
、役
割
を
担
う
、

難
し
い
試
験
に
挑
戦
す
る
と
い
っ
た
こ

と
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
は
、
人
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
学
説
を
唱
え
た
生
理
学
者

の
ハ
リ
ス
・
セ
リ
エ
は
「
ス
ト
レ
ス
は

人
生
の
ス
パ
イ
ス
」
と
言
い
ま
し
た
。

適
度
な
ス
パ
イ
ス
が
料
理
を
お
い
し
く

し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
適
度
な
ス
ト
レ

ス
は
人
生
に
彩
り
を
加
え
て
く
れ
る
の

で
す
。

　

自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を

身
に
着
け
て
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き

合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 139

オーマイガー
ハロー

ストレスフリー
めたこ

ストレスフル
めたこ

～
定
住
補
助
を
継
続
中
～

※
い
ず
れ
の
補
助
も
、
市
税
等
の

　

滞
納
が
な
い
方
で
、
自
治
会
に

　

加
入
し
て
い
る
方
、
１
年
以
内

　

の
再
転
入
で
な
い
方
が
対
象
で

　

す
。

市
内
定
住
住
宅
取
得
補
助
金
（
２

０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
３
年
４
月
１
日
～
２
０

　

１
９
年
３
月
31
日
に
、
市
外
か

　

ら
出
水
市
内
に
転
入
し
て
、
定

　

住
を
目
的
と
し
た
住
宅
を
取
得

　

し
た
方
に
、
３
年
間
補
助
金
を

　

交
付
し
ま
す
。

☆
１
年
目　

現
金　

20
万
円

☆
２
年
目　

商
品
券
15
万
円

☆
３
年
目　

商
品
券
15
万
円

※
生
計
を
共
に
す
る
中
学
生
以
下

　

の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
補

　

助
金
が
２
倍
に
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

○
住
宅
の
新
築
ま
た
は
新
規
購
入

　
（
住
宅
に
係
る
工
事
費
ま
た
は

　

購
入
費
が
３
０
０
万
円
以
上
に

　

に
限
る
）
を
し
た
方

※
住
宅
取
得
日
等
（
申
請
基
準
日
）

　

か
ら
６
カ
月
以
内
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

定
住
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

（
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
以
降
に
、

　

定
住
の
た
め
市
外
か
ら
出
水
市

　

内
に
転
入
し
、
本
人
名
義
の
住

　

宅
を
増
築
ま
た
は
改
築
さ
れ
た

　

方
に
、
工
事
費
の
15
％
を
助
成

　

し
ま
す
。

※
上
限
15
万
円

補
助
対
象
者

○
自
己
の
所
有
す
る
住
宅
を
リ
フ

　
ォ
ー
ム
（
住
宅
に
係
る
工
事
費
が

　

20
万
円
以
上
に
限
る
）
し
た
方

※
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
日
等
（
申
請

　

基
準
日
）
か
ら
１
年
以
内
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
通
勤
者
に
対
す
る
支
援
事
業

（
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

補
助
対
象
者

〇
２
０
１
３
年
４
月
１
日
以
降
に
、

　

定
住
の
た
め
出
水
市
内
に
転
入

　

し
た
方
（
転
入
者
以
外
で
も
、

　

離
職
後
２
年
以
内
で
、
65
歳
未

　

満
の
方
は
利
用
可
能
）

○
市
外
の
事
業
所
に
、
公
共
交
通

　

機
関
（
定
期
券
）
を
利
用
し
て

　

通
勤
し
て
い
る
方

補
助
金
の
計
算
方
法

　

定
期
券
代
（
事
業
所
通
勤
手
当

　

等
を
除
く
）
の
２
分
の
１

※
月
額
で
上
限
２
万
円

助
成
期
間　
最
大
３
年
間

※
通
学
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
定
期
券
購
入
日
か
ら
半
年
以
内

　

の
申
請
が
必
要
で
す
。

子
育
て
世
帯
定
住
促
進
家
賃
補
助

金
（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
以
降
に
、

市
外
か
ら
定
住
の
た
め
出
水
市
内

に
転
入
し
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
お

住
ま
い
の
子
育
て
世
帯
の
方
に
家

賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

　

市
内
の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
が

　

対
象
で
す
。（
市
営
住
宅
、
公

　

的
賃
貸
住
宅
、
社
宅
・
寮
な
ど

　

は
対
象
外
）

補
助
対
象
世
帯

○
転
入
時
に
中
学
生
以
下
の
お
子

　

さ
ん
が
い
る
世
帯
ま
た
は
転
入

　

後
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
世
帯

　
（
同
一
世
帯
と
し
て
住
民
登
録
）

○
新
た
に
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸

　

借
契
約
を
締
結
し
て
本
市
に
転

　

入
し
、
居
住
を
開
始
し
た
方
。

※
転
勤
等
に
よ
り
市
外
へ
の
転
出

　

が
想
定
さ
れ
る
方
を
除
く
。

補
助
金
の
計
算
方
法

　

月
額
家
賃
（
事
業
所
住
宅
手
当
、

　

共
益
費
、
駐
車
場
料
等
除
く
）

　

の
２
分
の
１
（
月
額
上
限
２
万

　

円
）

助
成
期
間　
最
大
３
年
間

※
転
入
日
（
ま
た
は
転
入
後
に
新

　

た
に
子
が
生
ま
れ
た
世
帯
は
当

　

該
日
）
か
ら
半
年
以
内
の
申
請

　

が
必
要
で
す
。

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
「
ダ

イ
エ
ッ
ト
効
果
あ
り
」「
有
名
女
優

も
使
用
し
て
い
る
」
な
ど
と
う
た
う

広
告
を
見
て
、
通
常
価
格
よ
り
安
い

価
格
で
商
品
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、

実
際
は
定
期
購
入
だ
っ
た
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

●
先
月
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ダ
イ

　

エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
「
お
試

　

し
価
格
」
の
５
０
０
円
で
購
入
で

　

き
る
と
い
う
広
告
を
見
て
申
し
込

　

ん
だ
。
し
か
し
、
今
月
に
な
っ
て

　

同
じ
商
品
が
届
き
、
今
度
は
６
千

　

円
の
請
求
書
が
入
っ
て
い
た
。
慌

　

て
て
事
業
者
に
電
話
し
た
と
こ

　

ろ
、
４
回
購
入
が
条
件
の
定
期
購

　

入
だ
と
言
わ
れ
た
。
画
面
の
下
の

　

方
に
そ
の
よ
う
な
説
明
が
書
か
れ

　

て
い
た
よ
う
だ
が
、
小
さ
く
て
気

　

が
付
か
な
か
っ
た
。　

　

ネ
ッ
ト
上
の
広
告
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
は
「
お
試
し
価
格
」
や
「
初

回
実
質
０
円
（
送
料
の
み
）」
等
通

常
価
格
よ
り
低
価
格
で
購
入
で
き
る

こ
と
の
表
示
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
一
定
期
間
の
定
期
購

入
が
条
件
で
あ
る
こ
と
や
定
期
購
入

期
間
内
は
解
約
を
受
け
付
け
な
い
こ

と
が
、
小
さ
な
文
字
で
画
面
の
最
後

に
表
示
さ
れ
て
い
た
り
、
注
文
画
面

と
は
別
の
ペ
ー
ジ
に
表
示
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
談
事
例
か
ら
み
る
問
題
点

〇
購
入
条
件
や
解
約
条
件
な
ど
を
認

　

識
し
づ
ら
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
多

　

い
。

〇
事
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

〇
定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
な

　

い
か
購
入
前
に
し
っ
か
り
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

〇
解
約
・
返
品
で
き
る
か
ど
う
か
な

　

ど
解
約
条
件
を
し
っ
か
り
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

〇
事
業
者
に
連
絡
し
た
記
録
や
広
告

　

内
容
の
画
面
を
保
存
（
ス
ク
リ
ー

　

ン
シ
ョ
ッ
ト
）
し
て
お
き
ま
し
ょ

　

う
。

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
出
水
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

「
お
試
し
」
っ
て
言
葉
に

　
　
　
　
　
弱
い
あ
な
た
へ

　
　
～
定
期
購
入
に
注
意
～

開 催 日　６月 28 日（木）
開 催 場 所　高尾野支所　大会議室
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3時 30 分

（正午～午後 1時除く）
相談内容
老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18
人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

６月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）

 
                    

 
 

  
            

 

  

え!? 
１回だけじゃないの？ 

４回の定期購入！？ 

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
に
傷
病
に
よ

り
初
め
て
医
師
の
診
断
を
受
け
た

日
（
初
診
日
）
か
ら
１
年
６
カ
月

経
過
し
た
日
（
障
害
認
定
日
）
に

お
い
て
障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は

２
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に

あ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
の

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
保
険
料
の
納
付
要

件
（
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
に
、

保
険
料
納
付
済
期
間(

保
険
料
免

除
期
間
含
む)

が
被
保
険
者
期
間

の
３
分
の
２
以
上
必
要
）
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

初
診
日
が
１
９
９
５
年
４
月
１
日

か
ら
２
０
２
６
年
３
月
31
日
ま
で

に
あ
る
場
合
、
特
例
と
し
て
初
診

日
の
前
日
に
お
い
て
、
初
診
日
の

前
々
月
ま
で
の
直
近
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
期
間
が
な
け
れ
ば
保

険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
た
と
み

な
さ
れ
ま
す
。（
初
診
日
が
65
歳

未
満
の
方
に
限
り
ま
す
）

　

な
お
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

20
歳
以
前
に
初
診
日
が
あ
る
傷
病

に
よ
っ
て
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

方
で
も
、
障
害
等
級
の
１
級
ま
た

は
２
級
に
該
当
す
れ
ば
20
歳
（
障

害
認
定
日
が
20
歳
以
降
に
な
る
場

合
は
認
定
日
）
か
ら
障
害
年
金
を

受
給
で
き
ま
す
。

障
害
年
金
申
請
の
方
法

　

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金

担
当
窓
口
ま
た
は
日
本
年
金
機
構

川
内
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

相
談
に
は
年
金
手
帳
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診
し

た
医
療
機
関
に
初
診
日
を
事
前
に

確
認
し
て
お
く
と
相
談
が
円
滑
に

進
み
ま
す
。

障
害
年
金
受
給
者
の
方
へ

　

２
０
１
１
年
４
月
施
行
の
「
障

害
年
金
加
算
改
善
法
」
に
よ
り
、

障
害
年
金
受
給
権
発
生
後
に
ご
結

婚
や
出
生
で
加
算
対
象
者
が
発
生

し
た
場
合
で
も
届
け
出
に
よ
り
新

た
に
加
算
額
が
加
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

１
・
２
級
の
障
害
基
礎
年
金
受

給
者
の
方
は
子
の
加
算
が
あ
り
、

１
・
２
級
の
障
害
厚
生
年
金
受
給

者
の
方
は
配
偶
者
の
加
算
と
子
の

加
算
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（「
子
」

と
は
18
歳
未
満
の
子
ま
た
は
20
歳

未
満
で
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。）

　

１
・
２
級
の
障
害
年
金
を
受
給

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ご
結
婚

や
出
産
を
し
た
と
い
う
方
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金

　

係
（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））
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　刑法犯のうち、窃盗犯が大幅

に減少しました。

　重点犯罪では、うそ電話詐欺

万引き、自転車盗などが減少し

ています。

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

＜平成３０年５月号＞

13 0 15

負傷者

２０１８年

発生件数 死　者

交通事故発生状況（人身）

＜出水警察署管内＞　　　　   （暫定値）

件    数

2016

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

(±0) (±0) (-3)
※（　）内の数字は前年同期比

48
３  月  中
２０１８年
累　　　計

(+2) (±0)
41 0

全刑法犯
件   数

2016 2017

(+1)

1 3

5

0

0

0

2

11

0

0

2

0

5

凶 悪 犯

粗 暴 犯

窃 盗 犯

知 能 犯

風 俗 犯

＜２月末（暫定値）＞ ＜２月末（暫定値）＞

37

1

2

19

0

0

3

25

そ の 他

計

1

1

27

3

4

21 8

全刑法犯のうち
重点犯罪

計

万  引  き

うそ電話詐欺
（特殊詐欺）

性  犯  罪

住宅対象侵入盗 1

0

3

0

1

0

2017

性的犯罪
前兆事案

車上ねらい

自 転 車 盗

オートバイ盗

自 動 車 盗

管内の刑法犯認知件数

地域で守ろう 出水の宝子 目を掛け 声を掛け
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本年も、子ども読書週間の時期になりました。 

「子どもたちにもっと本を！」との願いから、「こどもの読書週間」 

は１９５９年（昭和３４年）にはじまり、今回で６０回目です。 

市立図書館ではさまざまな催しを計画しています。この機会に図書館へ！ 

 

書籍発行のご案内 

 ★「文芸いずみ第１２号」 

 市民の皆さまからご応募いただきました作品をまとめた「文芸いずみ第１２号」を発刊しました。 

 短歌・俳句・川柳・詩・童話・歴史考察・読書感想文のほか、児童、生徒による 

「読書標語」「短作文」も掲載しています。 

【規格等】Ａ５判 １９１ページ 

【頒布価格】４００円 

【販売所】 生涯学習課 読書推進室（市役所４階）、各図書館、麓歴史館など．．． 

【問い合わせ先】 読書推進室 ☎６３－４１２１ 

 

 

 

 

 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進室 

電話６３－４１２１ 

○
平
成
二
十
九
年
度
読
書
標
語
・
短
作
文
審
査
会
特
選
作
品
紹
介
～
小
学
３
年
生
の
部
～
○
※
学
年
は
受
賞
時 

一
さ
つ
の 

本
を
か
こ
ん
で 

か
ぞ
く
の
わ 

 
 

 
 

 
 

（
出
水
小 

竹
下 

り
り
な
） 

 

見
い
つ
け
た 

妹
に
読
ん
で
あ
げ
た
い 

こ
の
絵
本 

 
 

 

（
出
水
小 

は
ま
さ
き 

な
な
み
） 

 

本
の
中 

友
だ
ち
い
っ
ぱ
い 

う
れ
し
い
な 

 
 

 
 

 
 

（
大
川
内
小 

池
林 

藍
） 

 

 

本市では、市民全員で読書活動に取り組めるようにと、「毎月第３土曜日は市民読

書の日」とし、地域・家庭・行政等が一体となった読書活動を呼びかけています。 

第３土曜日は「青少年健全育成の日」でもありますので、自治会や子ども会行事に

読み聞かせを取り入れたり、家族で図書館へ出かけたりなど、徐々に「市民読書の日」

が浸透してきているようです。 

第３土曜日は、家庭や地域（自治会）で本を囲んで、楽しいひと時を過ごしてみま

せんか。 

✿おはなし玉手箱募集開始✿     ✿家  読✿ 

自治会や子ども会、サロン会の行事で

「出前の読み聞かせ会」を行い、地域の読

書活動を支援しています。市内のおはなし

グループの皆さんがバラエティあふれる

プログラムをご用意して、依頼をお待ちし

ています。市立図書館の移動図書館も臨時

開館できますので、ぜひご利用ください。

※申込方法 

生涯学習課読書推進室に電話または来

庁により申し込んでください。 

読書推進室 ☎６３－４１２１ 

「うちどく」と読みます。家族

で本を読んでコミュニケーション

し、「家族の絆づくり」をすること

を目的としています。 

「家読」のやり方に決まりはあ

りません。同じ時間、同じ空間を

家族で共有し、読んだ本について

話し合うことで、楽しい時間を過

ごせることでしょう。第３土曜日

は、家読に取り組んでみませんか。 

毎月第３土曜日は 市民読書の日 

◎２０１８年・第６０回こどもの読書週間  

標語「 はじまるよ！本のカーニバル 」 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」http://www.city.kagoshima-

izumi.lg.jp/yonmyanse/ 
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≪幼児・小学生≫
●はじめてのはじまり　　　　　　中川　ひろたか　文
●波うちぎわのシアン　　　　　　　　　斉藤　倫　著
●魔女バジルと魔法の剣　　　　　　茂市　久美子　作
●飛行機しゅっぱつ！　　　　　　　　　鎌田　歩　作
●やさいのがっこう　とうもろこしちゃんのながいかみ　　なかや　みわ　作
●４ミリ同盟　　　　　　　　　　　　　　　高楼　方子　著
●ぼくはなんでもできるもん　　　　いとう　みく　作
●ぜったいいぬをかうからね　　ローレン・チャイルド　作
●かべのむこうになにがある？　ブリッタ・テッケントラップ　作
●チトくんとにぎやかないちば　　　アティヌーケ　文

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
●おばあちゃんのごめんねリスト　フレドリック・バックマン　著
●ひとりじゃないよ、ぼくがいる　サイモン・フレンチ　作
●かならずお返事書くからね　ケイトリン・アリフィレンカ　著

・・・・・等
≪一般≫
●みんな昔はこどもだった　　　　　　　池内　紀　著
●吉祥寺デイズ　　　　　　　　　　　山田　詠美　著
●敗れども負けず　　　　　　　　　　　武内　涼　著
●魔力の胎動　　　　　　　　　　　　東野　圭吾　著
●枕女王　　　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹　著
●悪徳の輪舞曲（ロンド）　　　　　　　中山　七里　著
●隣のずこずこ　　　　　　　　　　　柿村　将彦　著
●わかって下さい　　　　　　　　　　藤田　宜永　著
●青空と逃げる　　　　　　　　　　　辻村　深月　著
●犬棒日記　　　　　　　　　　　　　乃南　アサ　著
●雨と詩人と落花と　　　　　　　　　　葉室　麟　著
●極小農園日記　　　　　　　　　　　　荻原　浩　著
●スイート・ホーム　　　　　　　　　原田　マハ　著
●集団探偵　　　　　　　　　　　　　三浦　明博　著
●奏弾室　　　　　　　　　　　　　　仁木　英之　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ５月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

21日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 18日

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

５月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

2、9、16、23、30日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

7、14、21、28日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

8日（火）、22日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

3、10、17、24、31日
午後４時～

だっこでギュッ 3日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（水）午後7時～

2018 年５月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

５月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

１日
15日

平和団地集会室 10：30～10：50

鹿島住宅広場 14：20～14：40

茶円堀団地広場 14：50～15：10

鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
２日
16日

菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30

ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

17日
上場集落 13：45〜14：05

宮之元集落 14：25〜14：45

不動野集落 14：55〜15：15

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
10日
24日

受口自治公民館 10：40〜11：00

熊野神社前 14：10〜14：30

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

11日
25日

元町自治公民館 10：15〜10：35

今釜西自治公民館 10：50〜11：10

鶴水園 14：10〜14：40

米ノ津駅前広場 14：55〜15：15～　ご案内　～

 　今年の大河ドラマ「西郷どん」にちなみ、各館でコー
ナーを設置しました。登場人物に関する本など取り揃え
ておりますので、ぜひご覧ください。 http://www.izumi-library.jp/

出水市立図書館　トップページ 検 索
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　３月14日、北薩摩の地域振興に貢献した団体を表
彰する「北薩摩の地域振興褒賞表彰式」が行われ、本
市で活動する「特定非営利活動法人出水麓街なみ保
存会（写真前列左から2番目が理事長の山下真孝氏）」
が受賞されました。同保存会は、出水麓武家屋敷群
を拠点に、景観保存や人材育成、観光振興などの活
動に尽力されています。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

北
薩
摩
の
地
域
振
興
褒
賞
表
彰
式

　３月22日、出水消防署で総務省消防庁消防団協力
事業所表示証伝達式が行われました。
　これは、勤務時間中の消防団活動への便宜や入団
促進など、積極的に消防団に協力している事業所に
交付されるものです。
　今回、表示証を交付されたのは、株式会社道添建
設（道添秀一代表取締役）です。

消
防
団
活
動
を
後
押
し

協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式

　本市では、手話での表現技術を学んでいただくた
めの手話奉仕員養成講座（基礎課程）を実施していま
す。３月23日、同講座の閉講式が行われ、受講生９
人に「市聴覚障害者協会」の植元春子会長から修了証
書が授与されました。受講生は、同講座で学んだ手
話を使って、感想や今後の抱負などを述べられまし
た。

聴
覚
障
害
者
の
た
め
に

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
閉
講
式 　本市では、広報いずみの点字版を作成しており、

点訳を学ぶための点訳奉仕員養成講座を実施してい
ます。３月24日、全21回開催された同講座の閉講式
が行われ、受講生２人に点訳ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌ「゚稲穂の
会」の田中茂代会長から受講証書が授与されました。
受講生は「点訳をすることは難しくて、まだまだ学
ばなければならないこともたくさんありますが、継
続して学んでいきたい」と話されていました。

「
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　３月15日、市役所で自衛隊入隊（校）者壮行会が開
催されました。会には、新入隊者、新入校者とその
家族、市自衛隊家族会、防衛協会および隊友会など
の関係者が出席しました。新入隊者を代表して、德
永千鶴さんが「一社会人として、また、立派な自衛
官となれるよう一生懸命に頑張っていきたいと思い
ます。」と力強く抱負を述べました。

　４月１日、市消防団の辞令交付式が行われ、退団
者、新入団員等に辞令が交付されました。
　勤続34年の岡田元分団長から自身の消防団活動経
験や今後の安全安心なまちづくりについて退団のあ
いさつがありました。また、新入団員21人を代表し
て、第12分団上名部に配属された山口団員が宣誓を
行いました。今年度は、消防団員定員493人に対し、
488人体制でのスタートとなります。

安
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安
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新
入
隊
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へ
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　３月21日と22日、高尾野「中の市」が開催されまし
た。この「中の市」は、知人や親せきにその家庭で打っ
たそばを振る舞う風習があったことから、「そば市」
とも呼ばれ、県内三大市のひとつにも数えられる歴
史ある市です。イベント会場のステージでは、ジャ
ンボそばの早食い競争をはじめ、ダンスや和太鼓演
奏なども披露され、２日間にわたり、大勢の市民な
どが春の風物詩を楽しみました。

本
市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ

北
海
道
教
育
大
学

　３月18日～同24日に北海道教育大学野球部の皆さ
んが、本市野球場等で春季キャンプを行いました。
　キャンプ初日には激励式を行い、同野球部へデコ
ポンを贈呈しました。
　本市での練習の成果が発揮され、大会等で活躍さ
れることを願っています。

　３月31日と４月１日、本市の桜の名所である特攻
碑公園で「第29回いずみ桜まつり」が開催されまし
た。両日とも天候に恵まれ、特産品や食堂のテント
には大勢の市民が訪れ、桜を満喫していました。
　４月１日には歩行者天国となった通りで迫力ある
太鼓の演奏やダンスパフォーマンス等もあり、大勢
の見物客でにぎわっていました。

桜
を
愛
で
な
が
ら桜

ま
つ
り

　３月21日、きらめきドームで「燃ゆる感動かごし
ま国体」のＰＲイベント「速球王は誰だ！？」が開催
されました。これは２年後の2020年に開催される第
75回国民体育大会において本市で開催される「軟式
野球競技」、「高等学校野球競技（軟式）」をＰＲする
もので、約100人の参加者が速球王を目指し、投げ
たボールの球速に一喜一憂していました。

か
ご
し
ま
国
体
を
Ｐ
Ｒ

速
球
王
は
誰
だ

　３月25日、北薩横断道路「泊野道路」（きららＩＣ
～中屋敷ＩＣ間）の開通式が行われました。
　高尾野兵六太鼓保存会によるオープニングセレモ
ニーを皮切りに、上宮保育園わんぱく太鼓（さつま
町）や高尾野小学校吹奏楽部によるアトラクション
があり、式典に花を添えました。同日午後３時か
ら県内で一番長い道路トンネル「北薩トンネル（4.85
㎞）」が通行できるようになりました。

８
年
の
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式

　３月11日、出水駅多目的広場でいずみ駅感謝祭が
開催されました。これは日頃のＪＲ九州・おれんじ
鉄道の利用に感謝し、本市のにぎわい創出のために
行われたイベントです。会場では、本市初登場とな
るアミュワゴン、マルシェ、特産品ブースなどが立
ち並び、特設ステージでは和太鼓の演奏やダンスな
どが行われ、多くの人でにぎわっていました。

感
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を
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春
の
風
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中
の
市

【各部門の速球王】
一 般 の 部　上原聡一朗さん　123km/h
高校生の部　友渕晨介さん　　131km/h
中学生の部　山﨑叶登さん　　131km/h
小学生の部　吉野颯真さん　　　97km/h
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

広報いずみ 空き枠（全16枠中）

６月号 １枠

７月号 16枠

８月号 10枠

９月号 16枠

10月号 ９枠

11月号 ８枠

12月号 ９枠

2019年１月号 16枠

2019年２月号 10枠

2019年３月号 16枠

2019年４月号 12枠

☆ご予約はお早めにご連絡ください☆

有料広告空き状況（４月１日現在）
【広告規格】
　○基本広告　フルカラー
　　（タテ 54㍉×ヨコ 87㍉）
　○拡大広告　フルカラー
　　（タテ 54㍉×ヨコ 178㍉）

【広告料】
　○基本広告　15,000 円（税込み）
　○拡大広告　30,000 円（税込み）

【掲載単位】
　○広報いずみ発行１回ごと
　○複数回にわたる掲載も可能です。
※詳しくは、上記申し込み・問い合わせ先
　にご連絡いただくか、市ホームページを
　ご覧ください。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
♪
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

５　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（木）

［当］ 三 慶 医 院 循環器・内科 井 上 ☎63−2333
［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖 田 ☎63−7800
［当］ 鶴 見 医 院 内・呼吸科 阿 久 根 市 ☎73−0553
［当］ 鷹 巣 診 療 所 内・外科 長 島 町 ☎86−0054
［児］ 出 水 総 合 医 療 セ ン タ ー 早 馬 ☎67−1611

４日（金）

［当］ 野 田 診 療 所 内科 仮 屋 ☎84−2023
［当］ お か だ ク リ ニ ッ ク 内・消化・放射線科 春 日 町 ☎63−7011
［当・児］ し み ず こ ど も 医 院 小児科 阿 久 根 市 ☎68−0633
［当］ 黒 木 医 院 胃腸・外科 阿 久 根 市 ☎75−0200
［当］ 長 島 ク リ ニ ッ ク 内・外科 長 島 町 ☎88−6405

５日（土）

［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東 大 野 原 ☎64−1187
［当］ 林 泌 尿 器 科 ク リ ニ ッ ク 泌尿器・内科 早 馬 ☎64−8800
［当］ い ま む ら ク リ ニ ッ ク 泌尿器・内科 阿 久 根 市 ☎73−1700
［当］ 平 尾 診 療 所 内・外科 長 島 町 ☎88−2595
［児］ 二 宮 医 院 栄 町 ☎62−0167

６日（日）

［当］ さ く ら 通 り ク リ ニ ッ ク 脳神外・脳神内科 千 本 付 ☎62−2311
［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表 郷 東 ☎64−1313
［当］ 門 松 医 院 内・外科 阿 久 根 市 ☎64−6100
［当］ 飯 尾 医 院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88−5040
［児］ キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク 向 江 ☎63−7707

13日（日）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六 月 田 中 ☎64−8260
［当］ 出 水 病 院 精神・内科 諏 訪 馬 場 ☎62−0419
［当］ 阿 久 根 眼 科 眼科 阿 久 根 市 ☎72−0040
［当］ 鷹 巣 診 療 所 内・外科 長 島 町 ☎86−0054
［児］ 出 水 総 合 医 療 セ ン タ ー 早 馬 ☎67−1611

20日（日）

［当］ 出 水 眼 科 眼科 春 日 町 ☎62−8350
［当・児］ こ ど も ク リ ニ ッ ク 永 松 小児科 鹿 島 ☎64−1500
［当］ 北 国 医 院 外・整外科 阿 久 根 市 ☎72−0016
［当］ 長 島 ク リ ニ ッ ク 内・外科 長 島 町 ☎88−6405

27日（日）

［当・児］ キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク 小児科 向 江 ☎63−7707
［当］ 境 田 医 院 産・婦人・内・外科 天 神（ 出 水 ） ☎67−2600
［当］ 山 田 ク リ ニ ッ ク 内・外科 阿 久 根 市 ☎72−0420
［当］ 平 尾 診 療 所 内・外科 長 島 町 ☎88−2595

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
５月13日

上 野 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2306 西 町
フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六 月 田 中
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

５月20日
中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野）
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

５月27日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水）
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
５月１日・２日 たかさご水道 ☎67－4400

携帯電話
（090－7397－7898）

野 村 電 設 ☎82－3637

携帯電話
（090－7154－7490）

５月３日 あかつき電化 ☎62－0650 ホクシン工建 ☎82－0612
５月４日 三 和 住 設 ☎62－5114 野 村 電 設 ☎82－3637
５月５日 井 手 口 電 設 ☎62－0901 ア タ ッ ク ス ☎82－0044
５月６日 太田電機工業所 ☎63－1966 釜 崎 水 道 ☎82－0249

５月７日～13日 日之出建設工業 ☎63－3388 ア タ ッ ク ス ☎82－0044
５月14日～20日 職 建 ☎62－1409 釜 崎 水 道 ☎82－0249
５月21日～27日 あかつき電化 ☎62－0650 桑野水道設備 ☎82－4385
５月28日～31日 三 和 住 設 ☎62－5114 中 畠 組 ☎82－0437

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2018年３月１日〜同３月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ３件（＋３） ３件（＋３） ０人（±０） ０人（±０） 183件（－23） 112人（＋２）
2018年の累計 ３件（＋１） ３件（＋１） ０人（－１） ０人（±０） 605件（＋29） 414人（＋103）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

５月の主な行事

５月３日
あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿 久 根 市
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡 瀬 口
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64－8161 早 馬

５月４日
あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿 久 根 市
野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮 屋

５月５日
村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0601 春 日 町
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東 大 野 原
マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早 馬

５月６日
村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0601 春 日 町
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79－3972 表 郷 東
さ く ら 薬 局 ☆ ☎63－7700 向 江 町

３日・４日（木・金）▶あくまきと新茶のおもてなし（午前10時・公開武家屋敷「竹添邸」）

５日（土）▶出水麓シラス像パークまつり（午前10時・出水麓歴史館駐車場）

26日（土）▶ミツバチ教室＆みつろうキャンドルづくり（午後１時・クレインパークいずみ）

27日（日）▶いずみステーションフェスタ（午前９時・出水駅西口多目的広場）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時～正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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当
館
１
階
に
は
、
絵
本
を
は
じ

め
図
鑑
や
小
説
な
ど
、
ゆ
っ
く
り

読
書
が
楽
し
め
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ

ー
や
学
習
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
屋

上
展
望
所
で
は
、
大
型
望
遠
鏡
で

出
水
平
野
を
一
望
で
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
、
絵

本
を
読
み
な
が
ら
、
出
て
く
る
生

き
も
の
を
学
べ
る
企
画
展
、「
絵

本
の
中
の
生
き
も
の
た
ち
」
を
27

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し

た
コ
ー
ナ
ー
は
、

全
て
無
料
で
す
の

で
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

休
館
日
（
４
～
10

月
毎
週
月
曜
日
・

祝
日
の
場
合
は
火

曜
日
）（
11
月
～

３
月
無
休
）

「
無
料
コ
ー
ナ
ー
紹
介
」『今月の問題』

ヒキガエルは、池や沼などで、
一度にどれくらいのたまごを
産むでしょう？
Ａ　80～ 120個
Ｂ　800～ 1200個
Ｃ　8000～ 12000個

先月号のクイズと答え

ツルが繁殖地に帰る北帰行。最初
に帰るツルはどの種でしょう？
Ａ　マナヅル
Ｂ　クロヅル
Ｃ　ナベヅル
答はＡ　マナヅルでした。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　第 40 回全国スポーツ少

年団剣道交流大会個人女子
の部で第３位となった猪原
悠月さん（出水剣友スポー
ツ少年団）。

　ﾊﾟﾃｨｽﾘｰﾓﾝﾌﾞﾗﾝで製造された「桜
島ﾛｼｪ」が「第 11 回鹿児島県新作観
光土産品ｺﾝｸｰﾙ」の菓子部門で奨励
賞を受賞しました。「桜島ﾛｼｪ」は、
ﾌﾗﾝｽの伝統菓子をもとに開発された
桜島の形をした商品で、ﾛｼｪとはﾌﾗﾝ
ｽ語で「岩」という意味です。

　迫口亀壽氏が、旭日単光章を
授与され、伝達を行いました。
　迫口氏は、1987 年 ～ 1999
年の長きにわたり旧野田町議会
議員を務め、広く地方自治の発
展に寄与されました。

　ツルの恩返し便交流事業実行委
員会（山床憲次会長）から、ツル
の保護などに役立ててほしいと、
県ツル保護会に売上の一部を寄付
していただきました。ツルの恩返
し便は、22 品目合計で 1,176 口が
発送されました。

　株式会社宮永商事（手﨑朋彦
代表取締役）から、市のイベン
トなどで利用してほしいと、テ
ント１張りを寄贈していただき
ました。

　雨の日でも快適にふれあい
バスを利用できるようにと、
出水ロータリークラブ（湯田
誠会長）から出水老人福祉セ
ンターバス停の待合所を寄贈
していただきました。

　

端
午
の
節
句
を
前
に
、
米

ノ
津
川
（
青
木
公
園
近
く
）

に
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り

が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域

お
こ
し
と
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
出
水

商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ

て
毎
年
揚
げ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち

が
こ
い
の
ぼ
り
の
設
置
を
手

伝
い
、
高
所
作
業
車
で
の
作

業
に
、
怖
が
り
な
が
ら
も
楽

し
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
約
80
匹
の
こ
い
の
ぼ
り

は
、
５
月
中
旬
頃
ま
で
揚
げ

ら
れ
る
予
定
で
す
。


